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平
成
20
年
第
１
回
鬼
北
町
議
会
定
例

会
が
３
月
10
日
、
11
日
、
28
日
の
３
日
間

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
続
き
、

請
願
２
件
、
同
意
１
件
、
議
案
46
件
、
発

議
１
件
、
意
見
書
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

請　
　
　

願

▼�

最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
を
は
じ

め
年
金
制
度
の
改
善
を
求
め
る
請
願

書
に
つ
い
て

▼�

最
低
賃
金
法
の
抜
本
改
正
を
求
め
る

請
願
に
つ
い
て

同　
　
　

意

▼�

鬼
北
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

議　
　
　

案

▼�

鬼
北
町
・
松
野
町
合
併
協
議
会
の
設

置
に
つ
い
て

▼�

鬼
北
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼�

鬼
北
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

▼�

鬼
北
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼�

鬼
北
町
税
外
収
入
の
督
促
手
数
料
及

び
延
滞
金
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼�

鬼
北
町
日
吉
下
水
道
整
備
基
金
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼�

鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼�
鬼
北
町
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼�

鬼
北
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

▼�

鬼
北
町
乳
幼
児
医
療
費
助
成
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼�

鬼
北
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

▼�

鬼
北
町
成
川
渓
谷
休
養
休
憩
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼�

鬼
北
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼�

鬼
北
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼�

平
成
19
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
補
正

予
算
︵
第
５
号
︶
に
つ
い
て

▼�

平
成
19
年
度
鬼
北
町
用
品
調
達
特
別

会
計
補
正
予
算
︵
第
２
号
︶
に
つ
い
て

▼�

平
成
19
年
度
鬼
北
町
住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第

１
号
︶
に
つ
い
て

▼�

平
成
19
年
度
鬼
北
町
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
︵
第
２
号
︶
に
つ
い
て

▼�

平
成
19
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶
に

つ
い
て

▼�

平
成
19
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
３

号
︶
に
つ
い
て

▼�

平
成
19
年
度
鬼
北
町
成
川
渓
谷
休
養

セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第

１
号
︶
に
つ
い
て

▼�

平
成
19
年
度
鬼
北
町
節
安
ふ
れ
あ
い

の
森
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

に
つ
い
て

▼�

平
成
19
年
度
鬼
北
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

に
つ
い
て

▼�

平
成
19
年
度
鬼
北
町
浄
化
槽
市
町
村

整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
２
号
︶
に
つ
い
て

▼�

平
成
19
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶
に
つ
い
て

▼�

平
成
19
年
度
鬼
北
町
日
吉
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
２
号
︶
に

つ
い
て

▼�

平
成
19
年
度
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
︵
第
２
号
︶
に
つ
い
て

▼�
平
成
19
年
度
鬼
北
町
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
︵
第
２
号
︶
に
つ
い
て

▼�

平
成
20
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て

▼�

平
成
20
年
度
鬼
北
町
用
品
調
達
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

▼�

平
成
20
年
度
鬼
北
町
住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

▼�

平
成
20
年
度
鬼
北
町
老
人
保
健
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

▼�

平
成
20
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

▼�

平
成
20
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

▼�

平
成
20
年
度
鬼
北
町
成
川
渓
谷
休
養

セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

▼�

平
成
20
年
度
鬼
北
町
節
安
ふ
れ
あ
い

の
森
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

▼�

平
成
20
年
度
鬼
北
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

▼�

平
成
20
年
度
鬼
北
町
浄
化
槽
市
町
村

整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

▼�

平
成
20
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

▼�

平
成
20
年
度
鬼
北
町
日
吉
簡
易
水
道

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

▼�

平
成
20
年
度
鬼
北
町
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

▼�

平
成
20
年
度
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計

予
算
に
つ
い
て

▼�

平
成
20
年
度
鬼
北
町
病
院
事
業
会
計

予
算
に
つ
い
て

▼�

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

▼�

鬼
北
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

▼�

鬼
北
町
病
院
事
業
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

意　

見　

書

▼�

市
立
宇
和
島
病
院
の
保
険
医
療
機
関

指
定
継
続
を
求
め
る
意
見
書
︵
案
︶

平
成
20
年
第
１
回

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第

１
号
︶
に
つ
い
て

▼
平
成

会
計
補
正
予
算
︵
第
２
号
︶
に
つ
い
て

▼
平
成

平
成
20
年
第
１
回

鬼
北
町
議
会
定
例
会　　
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に
つ
い
て発　

　
　

議

▼�

鬼
北
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

一　

般　

質　

問

（
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

松　

浦　
　
　

司　
議
員　

〈
公
共
工
事
入
札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て
〉

□問　
予
定
価
格
及
び
調
査
基
準
価
格
の

事
前
公
表
の
制
度
化
に
つ
い
て
。

□答　
本
町
の
契
約
規
則
で
は
、
予
定
価

格
の
事
前
公
表
及
び
調
査
基
準
価
格
制

度
は
、
採
用
し
て
い
な
い
。
予
定
価
格

の
事
前
公
表
は
、
総
務
省
自
治
行
政
局

長
・
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
長
連
名

で
要
請
が
あ
り
、「
予
定
価
格
の
公
表
は
、

地
方
公
共
団
体
は
法
令
上
の
制
約
が
な

い
こ
と
か
ら
、
各
団
体
に
お
い
て
適
切

と
判
断
す
る
場
合
に
は
国
と
異
な
り
、

事
前
公
表
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、

入
札
前
に
予
定
価
格
を
公
表
す
る
と
、

そ
の
価
格
が
目
安
と
な
っ
て
、
適
正
な

競
争
が
行
わ
れ
に
く
く
な
る
こ
と
、
建

設
業
者
の
見
積
努
力
を
損
な
わ
せ
る
こ

と
、
談
合
が
一
層
容
易
に
行
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
弊
害
が
生
じ

う
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
事
前
公
表
の
実

施
の
適
否
を
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
。

ま
た
、
実
施
し
た
後
、
こ
れ
ら
の
弊
害

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
予
定
価
格
の
事

前
公
表
の
取
り
止
め
を
含
む
、
適
切
な

対
応
を
行
う
も
の
と
す
る
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
事
前
公
表
は
、

十
分
検
討
を
重
ね
慎
重
な
対
応
を
し
た

い
。

□問　
一
般
競
争
入
札
の
導
入
に
つ
い
て
。

□答　
鬼
北
町
一
般
競
争
入
札
方
式
実
施

要
綱
に
よ
り
、
現
在
、
設
計
金
額
３
億

円
以
上
の
工
事
は
、
一
般
競
争
入
札
を

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
一
般
競
争
入

札
は
、
不
良
・
不
適
格
業
者
の
参
入
に

よ
る
適
正
な
工
事
の
執
行
の
確
保
な
ど

に
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
３
億
円
以

上
の
工
事
を
対
象
に
実
施
を
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
公
共
工
事
の
入
札
お

よ
び
契
約
に
関
し
不
正
の
起
き
に
く
い

も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
手
続
の
透
明

性
、
客
観
性
、
競
争
性
が
高
い
入
札
制

度
を
導
入
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
本
町
に
お
い
て
も
、
で
き
る

限
り
速
や
か
に
一
般
競
争
入
札
の
範
囲

の
拡
大
を
図
る
べ
く
検
討
し
て
い
た
が
、

今
年
４
月
１
日
か
ら
１
億
円
以
上
の
工

事
に
範
囲
の
拡
大
を
す
る
よ
う
実
施
要

綱
の
改
正
を
行
い
、
対
応
す
る
こ
と
と

し
た
。

〈
近
永
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て
〉

□問　
活
用
計
画
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
。

□答　
昨
年
度
、
近
永
ア
ル
コ
ー
ル
工
場

跡
地
基
本
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
も
実
施
し

て
、
昨
年
８
月
に
「
基
本
計
画
書
」
を
策

定
し
、
去
る
１
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
全

員
議
員
協
議
会
で
、
計
画
書
の
概
要
説

明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
計
画
書

は
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と
し

て
お
り
、
複
数
の
活
用
方
法
の
提
案
が
あ

る
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
追
求
す
る

た
め
、
今
後
、
議
会
並
び
に
町
民
の
皆
様

の
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、
プ
ラ
ン
の
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

□問　
定
住
促
進
団
地
の
工
事
進
捗
状
況

に
つ
い
て
。

□答　
昨
年
10
月
16
日
に
着
工
し
て
い
る

が
、
そ
の
後
の
良
好
な
気
象
条
件
な
ど

に
よ
り
、
工
期
内
の
完
成
が
確
保
で
き

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

□問　
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
。

□答　
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
の
マ
ス
コ
ミ
へ

の
情
報
提
供
や
、
愛
媛
県
お
よ
び
県
移

住
交
流
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
も
実
施
し
て
お
り
、
既
に
、
数
十

件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

県
外
へ
も
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
お
り
、
昨

年
夏
の
関
西
北
宇
和
会
総
会
や
昨
年
10

月
の
東
京
で
の
宇
和
島
広
域
物
産
展
、

更
に
は
、
去
る
２
月
24
日
、
25
日
に
大

阪
市
で
開
催
さ
れ
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
も
職
員
を
派
遣
し
、
地
元
出
身
者

を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推
進
し
た
。

〈
鬼
北
町
営
住
宅
の
管
理
に
つ
い
て
〉

□問　
住
宅
料
の
滞
納
状
況
に
つ
い
て
。

□答　
滞
納
金
額
は
６
８
３
万
円
で
、
家

賃
滞
納
者
は
29
人
と
な
っ
て
い
る
。

□問　
入
居
者
状
況
に
つ
い
て
。

□答　
平
成
20
年
１
月
末
現
在
３
５
１
戸

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
空
き
家
は
35

戸
で
あ
る
。

□問　
入
居
者
募
集
に
つ
い
て
。

□答　
回
数
や
時
期
に
つ
い
て
の
規
定
は

な
い
が
、
入
居
者
募
集
は
、
規
定
に
よ

り
原
則
公
募
す
る
こ
と
に
定
め
て
い
る
。

新
規
入
居
者
の
受
け
入
れ
に
は
、
退
居

さ
れ
た
後
の
部
屋
の
小
規
模
修
繕
や
募

集
期
間
、
入
居
手
続
等
の
手
続
事
務
等

の
期
間
が
必
要
と
な
る
の
で
、
少
な
く

と
も
２
か
月
程
度
か
か
る
。
ま
た
、
そ

の
他
事
務
手
続
等
も
あ
る
の
で
、
空
き

家
の
状
況
に
も
よ
る
が
、
募
集
の
回
数

は
年
間
３
回
な
い
し
４
回
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

山　

本　
　
　

勣　
議
員　

〈
合
併
を
め
ぐ
る
地
域
改
革
の

方
向
性
に
つ
い
て
〉

□問　
合
併
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

□答　
住
民
の
間
で
よ
り
活
発
な
論
議
が

な
さ
れ
た
上
で
、
住
民
合
意
の
も
と
、

自
主
的
な
判
断
に
基
づ
き
、
進
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

□問　
松
野
町
の
住
民
投
票
の
結
果
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。
鬼
北
町
民
に
対

す
る
住
民
投
票
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

□答　
松
野
町
が
行
っ
た
住
民
投
票
に
つ

い
て
は
、
住
民
の
意
思
決
定
の
方
法
の

一
つ
と
し
て
法
の
定
め
に
則
っ
て
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
半
数
以
上
の
住
民
が
鬼

北
町
と
の
合
併
を
望
む
と
い
う
意
思
を

示
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
客
観
的

な
結
果
と
し
て
、
冷
静
に
受
け
止
め
て
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い
る
が
、
こ
の
こ
と
だ
け
で
、
鬼
北
町

の
独
自
性
や
行
政
運
営
が
阻
害
さ
れ
た

り
、
停
滞
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
結
果
を
松
野
町
の
総
意

で
あ
る
と
し
て
、
正
式
に
文
書
を
も
っ
て
、

合
併
協
議
の
申
し
入
れ
が
な
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
て
は
、
真
摯
に
受
け
止
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
申
入
れ
を
し
て
き
た
松
野
町
と
そ
れ

を
受
け
た
鬼
北
町
に
と
っ
て
は
、
放
置
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
行
政
間
の
課
題
で
あ

る
の
で
、
住
民
に
対
し
て
も
説
明
責
任
が

あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
８
月
と
２
月
に

実
施
し
た
各
地
区
の
町
政
座
談
会
と
住
民

説
明
会
で
住
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
し
、
ご

意
見
等
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
お
よ
び
住
民

投
票
に
つ
い
て
は
、
実
施
時
期
も
含
め
、

法
定
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
協
議
検

討
が
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
の
で
、
合
併
協
議
会
の
総
意
で
必
要

と
認
め
た
場
合
に
は
、
実
施
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

□問　
広
見
町
と
日
吉
村
が
合
併
し
た
後

の
鬼
北
町
に
お
け
る
財
政
の
見
通
し
に

つ
い
て
。

□答　
歳
入
面
で
は
、
主
た
る
財
源
で
あ

る
地
方
交
付
税
の
動
向
に
大
き
く
左
右

さ
れ
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会

情
勢
や
行
政
需
要
の
拡
大
な
ど
、
様
々

な
要
因
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
収
支

バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
て
い
く
必
要
に
迫

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
的
確
な
状

況
判
断
を
し
て
い
く
過
程
で
は
、
合
併

当
初
の
財
政
計
画
の
見
直
し
や
軌
道
修

正
が
生
じ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

□問　
合
併
後
の
事
業
実
績
に
つ
い
て
。

□答　
合
併
協
議
会
で
作
成
し
た
新
町
建

設
計
画
に
基
づ
き
長
期
構
想
を
策
定
し
、

そ
れ
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
鬼

北
町
中
長
期
財
政
計
画
に
基
づ
き
計
画

的
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
内
、

社
会
福
祉
に
係
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
健
康
や
生
活
に
直
接
関
係
す
る

こ
と
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
計

画
通
り
に
進
捗
し
て
い
る
が
、
道
路
改

修
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
の
補
助
事
業
と
し
て
計
画
し
て

い
た
も
の
が
主
で
あ
っ
た
の
で
、
国
・

県
の
財
政
状
況
の
悪
化
に
伴
い
、
事
業

の
見
直
し
に
よ
る
削
減
、
縮
小
、
先
延

ば
し
な
ど
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま

え
、
町
全
体
の
事
業
の
中
で
費
用
対
効
果

を
基
調
に
、
必
要
性
や
重
要
性
の
高
い
も

の
か
ら
優
先
的
に
実
施
し
て
い
る
。

□問　
財
政
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
つ
い
て
。

□答　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
財

務
４
表
貸
借
対
照
表
と
名
称
が
変
わ
り
、

平
成
20
年
度
の
決
算
統
計
か
ら
公
表
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現
在
、
作

成
に
向
け
た
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

□問　
鬼
北
町
内
部
の
格
差
に
つ
い
て
。

□答　
旧
日
吉
村
に
つ
い
て
は
役
場
庁
舎

が
支
所
と
な
り
、
職
員
数
の
減
少
な
ど

か
ら
下
鍵
山
地
区
の
活
気
が
衰
退
し
た

と
の
状
況
は
認
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
合
併
を
し
て
体
力
の
あ
る
行
財

政
の
改
革
を
行
う
た
め
に
は
、
避
け
て

通
る
こ
と
の
で
き
な
い
社
会
現
象
で
あ

る
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
行
政
が
行

う
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
公
平
、

公
正
に
行
い
、
地
域
に
よ
る
格
差
が
生

ま
れ
な
い
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
い
る
。

□問　
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地
の
問
題
に

つ
い
て
。

□答　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
町
政
座
談
会

等
で
住
民
の
方
々
の
意
見
も
お
聞
き
し
、

近
永
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地
活
用
検
討

委
員
会
に
お
い
て
も
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
の
答
申
を
受

け
、
利
用
計
画
に
つ
い
て
決
定
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
鬼
北

町
の
財
産
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
特
別
松
野
町
へ
の
説
明
は
不

要
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
合
併
協

議
会
が
設
置
さ
れ
、
新
町
基
本
計
画
を

策
定
す
る
中
で
、
公
有
財
産
の
利
用
方

法
な
ど
の
協
議
が
必
要
と
な
れ
ば
、
方

針
等
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

□問　
合
併
後
の
行
財
政
運
営
上
、
徴
収

事
務
に
自
信
が
持
て
る
の
か
。

□答　
松
野
町
に
お
け
る
未
収
の
実
態
、

そ
れ
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、

現
段
階
で
は
抜
本
的
な
改
善
に
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
鬼
北
町

と
の
合
併
協
議
を
表
明
し
て
い
る
松
野

町
が
、
行
政
の
主
動
力
を
発
揮
し
て
、

解
決
す
る
こ
と
が
最
善
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
一
部
具
体
的
な
動
き
も

見
ら
れ
、理
事
者
と
職
員
が
一
体
と
な
っ

て
未
収
金
回
収
に
向
け
た
努
力
を
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
の
で
、
合
併
後
の
行
財

政
運
営
に
支
障
を
来
た
す
こ
と
の
な
い

よ
う
実
効
性
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

□問　
損
害
賠
償
請
求
の
情
報
収
集
や
内

容
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
る
か
。

□答　
一
部
に
つ
い
て
は
、
間
接
的
に
聞

き
及
ん
で
い
る
が
、
こ
と
細
か
く
承
知

を
し
て
は
い
な
い
。

□問　
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
の
起

債
償
還
問
題
お
よ
び
土
地
改
良
事
業
の

償
還
事
務
に
関
す
る
滞
納
金
問
題
に
つ

い
て
。

□答　
松
野
町
の
責
任
で
解
決
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
松
野
町
長
は
、
合

併
後
、
鬼
北
町
に
お
願
い
す
る
と
言
わ

れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
私
と
し
て

は
、
松
野
町
で
起
き
て
い
る
行
政
課
題

は
、
松
野
町
自
ら
が
誠
意
を
持
っ
て
解

決
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

こ
の
こ
と
は
、
松
野
町
長
に
も
直
接
伝

え
て
い
る
。
ま
た
、
対
策
室
か
ら
の
情

報
で
も
、
こ
の
問
題
に
は
松
野
町
自
身

危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し
て
お
り
、
早
期

解
決
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
か

ら
判
断
す
る
と
、
こ
の
問
題
の
重
要
性

は
、
松
野
町
長
が
一
番
認
識
さ
れ
て
い

る
も
の
と
思
う
。

□問　
協
議
会
の
諸
経
費
は
ど
こ
が
負
担

す
る
の
か
。

□答　
合
併
協
議
会
経
費
の
総
額
を
６
０

０
万
円
と
見
込
み
、
鬼
北
町
お
よ
び
松

野
町
が
そ
れ
ぞ
れ
２
分
の
１
の
３
０
０

万
円
を
負
担
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
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□問　
合
併
協
議
会
を
設
置
す
る
前
に
決

意
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。

□答　
私
と
し
て
は
、
松
野
町
と
の
合
併

を
推
進
し
新
町
の
実
現
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
合

併
協
議
会
を
設
立
し
て
、
議
論
を
し
、

そ
の
資
料
を
も
と
に
住
民
の
皆
さ
ん
方

に
情
報
を
提
供
し
、
皆
さ
ん
に
的
確
で

適
正
な
判
断
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
努

力
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

□問　
将
来
的
な
各
種
財
政
状
況
の
推
移

試
算
に
つ
い
て
。

□答　
現
状
の
ま
ま
で
推
移
す
る
と
、
財

政
運
営
上
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
現
在
、
合
併
対
策
室
で
調
査
、
分

析
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
範
囲
は
、

両
町
の
行
政
シ
ス
テ
ム
の
現
状
や
平
成

18
年
度
の
決
算
数
値
に
基
づ
く
歳
入
・

歳
出
の
状
況
お
よ
び
財
政
指
標
等
の
分

析
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
合
併

後
の
両
町
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

い
わ
ゆ
る
細
部
に
わ
た
る
試
算
等
は
行

わ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
法

定
合
併
協
議
会
の
中
で
、
両
町
の
将
来

構
想
、
中
長
期
財
政
計
画
、
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
等
を
つ
ぶ
さ
に
検
証
し
、
事

務
事
業
の
精
選
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド

ビ
ル
ド
を
徹
底
す
る
な
ど
、
新
町
の
行

政
規
模
や
行
政
施
策
の
方
針
と
相
ま
っ

て
、
各
種
財
政
状
況
の
試
算
や
推
計
が

導
き
出
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

□問　
合
併
に
代
わ
る
新
し
い
施
策
の
検

討
に
つ
い
て
。

□答　
合
併
す
る
、
し
な
い
に
か
か
わ
ら

ず
、
常
に
、
新
し
い
施
策
を
模
索
し
な

が
ら
、
住
民
の
福
祉
向
上
、
安
心
・
安

全
の
確
保
な
ど
、
可
能
な
限
り
住
民
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

る
。
競
争
社
会
の
中
で
、
安
穏
と
し
て

い
た
ら
自
治
体
も
破
綻
す
る
と
い
う
厳

し
い
時
代
で
あ
る
の
で
、
常
に
進
取
の

気
持
ち
を
維
持
し
、
行
政
が
主
体
性
を

発
揮
し
な
が
ら
、
諸
々
の
施
策
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

程　

内　
　
　

覺　
議
員　

〈
パ
ソ
コ
ン
の
授
業
等
に
つ
い
て
〉

□問　
Ｉ
Ｔ
機
器
関
連
の
授
業
に
つ
い
て
。

□答　
小
学
校
で
は
、
全
学
年
を
通
じ
て

情
報
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。
低
学
年

の
機
器
に
慣
れ
る
た
め
の
基
礎
的
学
習

か
ら
始
ま
り
、
３
年
生
か
ら
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
調
べ
学
習
に
取
り
組

み
、
４
年
生
以
上
で
は
簡
単
な
文
書
の
作

成
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
５
、
６

年
生
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
や
パ
ソ

コ
ン
利
用
に
係
る
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
も
学

習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

中
学
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
授
業
の

ほ
か
、
技
術
・
家
庭
科
で
は
必
須
単
元

と
な
る
。
文
書
作
成
、
表
計
算
な
ど
の

実
用
的
な
学
習
に
取
り
組
み
、
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
た
意
見
発
表
な
ど
実
践
に
生

か
し
て
い
る
。

□問　
携
帯
電
話
等
で
の
い
じ
め
に
つ
い

て
。

□答　
現
在
の
と
こ
ろ
問
題
と
な
る
よ
う

な
事
案
の
発
生
や
報
告
は
受
け
て
い
な

い
。
し
か
し
、
潜
在
的
に
は
い
つ
、
ど

こ
で
発
生
し
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な

い
状
況
と
思
わ
れ
る
た
め
、
各
学
校
に

お
い
て
は
機
会
を
捉
え
、
使
用
に
つ
い

て
指
導
を
強
化
し
て
い
る
。

〈
食
の
安
全
に
つ
い
て
〉

□問　
学
校
給
食
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
。

□答　
給
食
セ
ン
タ
ー
、
日
吉
共
同
調
理

場
い
ず
れ
に
お
い
て
も
外
国
産
の
冷
凍

食
品
は
使
用
し
て
い
な
い
。
コ
ロ
ッ
ケ

等
一
部
冷
凍
食
品
を
使
用
す
る
場
合
が

あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
、
学
校
給
食
会

を
通
じ
、
安
全
性
の
確
保
で
き
る
食
材

を
仕
入
れ
て
い
る
。
時
期
的
に
や
む
を

得
ず
冷
凍
野
菜
な
ど
を
使
用
す
る
場
合

が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
国
産
に
限

定
し
て
仕
入
れ
て
い
る
。
で
き
る
だ
け

地
元
生
産
物
を
使
用
し
た
手
作
り
の
給

食
と
衛
生
管
理
の
徹
底
を
心
が
け
て
お

り
、
関
係
者
か
ら
は
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
。

〈
農
道
に
つ
い
て
〉

□問　
奈
良
川
河
川
敷
駐
車
場
か
ら
北
宇

和
病
院
に
つ
な
が
る
農
道
の
舗
装
整
備

に
つ
い
て
。

□答　
こ
の
道
は
、
三
間
川
の
護
岸
で
あ

り
河
川
敷
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

河
川
の
管
理
用
道
路
を
兼
ね
る
た
め
に

整
備
さ
れ
た
道
路
で
あ
り
、
維
持
管
理

者
は
愛
媛
県
と
な
っ
て
い
る
。
車
両
に

対
す
る
通
行
制
限
は
な
い
の
で
、
イ
ベ

ン
ト
時
等
に
お
け
る
迂
回
路
と
し
て
利

用
し
て
い
る
が
、
一
般
の
道
路
で
は
な

い
の
で
、
舗
装
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

今
後
も
舗
装
整
備
は
困
難
と
思
わ
れ

る
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

清　

家　
　
　

茂　
議
員　

〈
消
防
団
員
の
人
員
確
保
に
つ
い
て
〉

□問　
定
数
に
達
し
て
い
な
い
現
状
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

□答　
団
員
確
保
は
、
就
業
構
造
の
変
化

等
も
伴
い
大
変
困
難
な
状
況
だ
が
、
町

内
事
業
所
に
も
消
防
団
活
動
へ
の
一
層

の
理
解
と
協
力
を
求
め
、
消
防
団
幹
部

を
中
心
に
団
員
確
保
活
動
の
推
進
に
努

め
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
団
員
の
減
少
が

続
き
、
定
数
を
満
た
す
こ
と
が
困
難
に

な
る
と
判
断
す
る
場
合
は
、
有
事
の
際

の
迅
速
性
、
機
能
性
、
効
率
性
な
ど
、

多
角
的
な
観
点
か
ら
十
分
な
協
議
検
討

を
行
う
中
で
、
部
の
統
合
な
ど
消
防
団

組
織
の
見
直
し
に
よ
る
定
数
削
減
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
の
か
な
と
思
量
し
て

い
る
。

□問　
準
消
防
団
員
の
登
録
に
つ
い
て
。

□答　
現
在
の
消
防
団
員
と
は
異
な
る
年

額
報
酬
の
設
定
や
後
方
活
動
の
際
に
ケ

ガ
等
に
遭
っ
た
場
合
の
災
害
補
償
制
度

の
確
立
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

勤
務
条
件
等
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に

懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
、
現
在
の
団
員
が
ま

だ
一
般
の
消
防
団
員
と
し
て
活
動
で
き
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夏
季
訓
練
、
防
火

デ
ー
、
操
法
訓
練
等
に
参
加
し
な
く
て
い

い
準
消
防
団
員
を
希
望
し
、
早
期
に
一
般

団
員
を
退
団
す
る
団
員
が
出
て
く
る
の
で
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は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
考
え
が
出
て
く
る
と
団
員
確
保
が
益
々

困
難
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
る
。
鬼
北
町
で
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り

が
防
災
の
意
識
を
も
ち
、
地
域
防
災
力

向
上
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

〈
町
有
林
管
理
と松

食
虫
対
策
に
つ
い
て
〉

□問　
保
安
林
内
の
松
を
間
伐
と
し
て
伐

採
で
き
な
い
か
。

□答　
県
か
ら
権
限
委
譲
に
よ
り
、
町
の

権
限
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
間
伐
を
実

施
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
と
い
う
も
の
が
あ

り
、
こ
の
父
野
川
の
町
有
林
の
場
合
の

間
伐
可
能
量
は
、材
積
率
の
20
％
と
な
っ

て
い
る
。
昨
年
実
施
し
た
毎
木
調
査
の

松
の
材
積
量
は
、
９
８
０
㎥
で
あ
る
た

め
、
こ
の
う
ち
間
伐
は
、
１
９
６
㎥
が

実
施
可
能
で
あ
る
。

□問　
間
伐
時
の
収
入
見
込
額
に
つ
い
て
。

□答　
日
吉
原
木
市
場
に
価
格
の
動
向
を

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
現
在
１
㎥
当

た
り
１
万
３
，
０
０
０
円
か
ら
１
万
５
，

０
０
０
円
で
推
移
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
こ
で
売
り
上
げ
を
平
均
値

で
算
出
す
る
と
、
２
７
５
万
円
程
度
が

見
込
ま
れ
る
。

　

一
方
、
こ
れ
に
か
か
る
伐
採
、
搬
出
、

運
賃
、
市
場
手
数
料
な
ど
の
経
費
は
、

間
伐
の
た
め
作
業
効
率
が
悪
く
、
１
㎥

当
た
り
１
万
２
，
０
０
０
円
程
度
か
か

る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
の
で
、
２
３
５

万
円
程
度
が
必
要
と
な
り
、
売
り
上
げ

利
益
は
40
万
円
と
推
計
し
て
い
る
。

□問　
松
が
自
然
に
育
つ
環
境
整
備
に
つ

い
て
。

□答　
松
の
生
育
条
件
を
整
備
す
る
と
、

自
然
に
松
は
生
育
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
条
件
整
備
に
つ
い
て
も
経
費
は
か

か
る
。
議
員
の
ご
指
摘
は
十
分
理
解
し

て
い
る
が
、
費
用
対
効
果
の
点
な
ど
経

済
性
を
考
慮
す
る
と
、
早
急
な
対
応
が

で
き
が
た
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

井　

上　
　
　

博　
議
員　

〈
延
川
町
営
住
宅
に
つ
い
て
〉

□問　
平
成
18
年
度
お
よ
び
19
年
度
の
建

設
設
計
業
者
に
つ
い
て
。

□答　
平
成
18
年
度
が
松
山
市
の
鳳
建
築

設
計
事
務
所
、
平
成
19
年
度
が
松
山
市

の
大
建
設
計
工
務
で
あ
る
。

〈
浄
化
槽
市
町
村
整
備推進

事
業
に
つ
い
て
〉

□問　
平
成
19
年
度
の
設
置
台
数
（
月
別
）

と
金
額
に
つ
い
て
。

□答　
平
成
19
年
度
設
置
基
数
は
、
20
基

で
あ
る
。
月
別
設
置
数
と
金
額
は
、
５

月
が
３
基
２
３
４
万
１
，
０
０
０
円
、

６
月
が
２
基
で
１
７
１
万
８
，
０
０
０

円
、
８
月
が
２
基
１
７
０
万
３
，
０
０

０
円
、
９
月
が
２
基
３
１
７
万
２
，
０

０
０
円
、
10
月
が
１
基
73
万
２
，
０
０

０
円
、
１
月
が
８
基
４
０
８
万
４
，
５

０
０
円
、
２
月
が
２
基
１
５
２
万
２
，

５
０
０
円
で
あ
る
。

□問　
入
札
お
よ
び
落
札
金
額
が
下
が
っ

て
い
る
理
由
に
つ
い
て
。

□答　
昨
年
の
11
月
に
町
内
業
者
が
１
業

者
増
加
し
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
事
業

量
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
、
競
争
の

原
理
が
働
い
た
結
果
で
は
な
い
か
と
判

断
し
て
い
る
。

〈
松
野
町
と
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
〉

□問　
両
町
の
町
長
と
議
員
の
意
見
交
換

会
の
開
催
に
つ
い
て
。

□答　
合
併
協
議
会
の
委
員
と
し
て
町
長
、

議
長
、
議
員
が
名
を
連
ね
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
場
で
の
協
議
が
意
見
交
換
の
場
と

な
る
と
考
え
て
い
る
。

□問　
住
民
説
明
会
の
参
加
人
数
に
つ
い

て
。

□答　
６
会
場
で
総
数
３
６
８
人
で
あ
る
。

地
域
別
に
は
、
近
永
地
区
が
70
人
、
好

藤
地
区
が
31
人
、
愛
治
地
区
が
58
人
、

三
島
地
区
が
50
人
、
泉
地
区
が
59
人
、

日
吉
地
区
が
１
０
０
人
で
あ
る
。

□問　
町
民
の
反
応
に
つ
い
て
。

□答　
住
民
の
方
々
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
あ
っ
た
。
個
々
の
意
見
は
、
賛
否
両

論
あ
る
こ
と
な
の
で
、
差
し
控
え
る
が
、

全
体
を
通
し
て
は
、
法
定
合
併
協
議
会

を
設
置
し
、
そ
の
中
で
慎
重
か
つ
十
分
な

協
議
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
ご
意

見
が
多
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

□問　
町
民
の
意
思
を
ど
の
よ
う
に
し
て

確
認
す
る
の
か
。

□答　
早
期
に
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置

し
て
、
そ
の
中
で
各
種
の
問
題
点
や
懸

案
事
項
等
を
明
ら
か
に
し
、
広
く
住
民

の
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
意
見
等
を
集
約
す
る
に
あ
た
り
、

鬼
北
町
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
松
野
町

の
住
民
の
意
見
も
聞
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
方
法
等
は
、

合
併
協
議
会
の
協
議
に
委
ね
た
い
。

□問　
合
併
問
題
に
要
し
た
費
用
に
つ
い

て
。

□答　
合
併
対
策
室
の
運
営
費
と
し
て
、

昨
年
７
月
30
日
に
提
案
し
た
補
正
予
算

で
１
４
０
万
円
の
負
担
金
を
支
出
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
松
野
町
と
の
折
半
の

費
用
と
し
て
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
、

総
額
と
し
て
は
２
８
０
万
円
と
な
る
が
、

い
ま
だ
年
度
途
中
で
あ
る
の
で
、
決
算

額
は
決
定
を
し
て
い
な
い
。

横　

山　

二　

郎　
議
員　

〈
バ
ス
停
留
所
の
改
善
に
つ
い
て
〉

□問　
国
道
３
２
０
号
線
沿
い
の
バ
ス
停

留
所
の
改
善
に
つ
い
て
。

□答　
整
備
後
30
年
近
く
経
過
し
て
い
る

の
で
、
一
部
ス
レ
ー
ト
が
破
損
し
た
り
、

塗
装
が
剥
げ
た
り
し
て
い
る
場
所
も
あ

る
の
で
、
必
要
に
応
じ
順
次
補
修
を
し

て
い
き
た
い
。
バ
ス
待
合
所
と
し
て
の

機
能
を
喪
失
し
、
使
用
に
耐
え
な
い
と

い
っ
た
も
の
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
現
在
の
と
こ
ろ
建
て
替
え
等
の
計

画
は
な
い
。
今
後
、
建
て
替
え
等
の
必

要
が
生
じ
た
場
合
は
、
よ
り
一
層
景
観

に
配
慮
し
た
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
。

□問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織
化
に
つ
い
て
。

□答　
地
元
関
係
者
・
利
用
者
で
清
掃
等

し
て
い
た
だ
く
の
が
最
善
で
あ
り
、
現
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在
、
ほ
と
ん
ど
の
バ
ス
停
で
そ
の
よ
う

に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
の
で
、
改
め
て
組
織

化
に
取
り
組
む
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

〈
節
安
ふ
れ
あ
い
の
森
に
つ
い
て
〉

□問　
平
成
19
年
度
利
用
実
績
な
ら
び
に

収
益
状
況
に
つ
い
て
。

□答　
平
成
19
年
度
の
利
用
実
績
と
収
益

の
状
況
は
、
２
月
末
現
在
で
、
簡
易
宿

泊
所
い
わ
ゆ
る
ロ
ッ
ジ
が
利
用
者
数
７

１
５
人
で
１
０
９
万
８
，
０
０
０
円
、

体
験
学
習
施
設
が
69
人
で
12
万
２
，
０

０
０
円
、
キ
ャ
ン
プ
場
が
６
人
で
６
，

０
０
０
円
、
う
ど
ん
打
ち
体
験
が
１
４

６
人
で
５
万
８
，
０
０
０
円
、
販
売
収

入
と
し
て
、
そ
う
め
ん
流
し
が
１
，
７

７
８
人
で
95
万
８
，
０
０
０
円
余
り
、

ワ
サ
ビ
が
約
４
万
円
、
リ
ン
ゴ
が
約
16

万
３
，
０
０
０
円
、
炭
の
販
売
な
ど
そ

の
他
の
収
入
が
約
21
万
円
で
、
収
入
の

合
計
が
２
６
５
万
４
，
５
９
１
円
で
あ

る
。
な
お
、
リ
ン
ゴ
狩
り
は
不
作
の
た

め
入
園
者
が
な
く
、
収
入
は
な
か
っ
た
。

□問　
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
。

□答　
厳
し
い
町
財
政
事
情
と
合
わ
せ
て
、

地
域
活
性
化
な
ど
、
広
い
観
点
に
立
ち

経
営
の
見
直
し
を
検
討
し
た
結
果
、
経

営
赤
字
の
大
半
を
占
め
る
リ
ン
ゴ
園
は

休
園
と
し
、
体
験
学
習
施
設
、
簡
易
宿

泊
施
設
お
よ
び
そ
う
め
ん
流
し
に
重
点

を
置
い
た
夏
季
シ
ー
ズ
ン
等
、
限
定
の

施
設
利
用
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
来
年
度
か
ら
施
設
利
用
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
老
朽
化
が
見

ら
れ
る
簡
易
宿
泊
施
設
等
の
改
修
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

□問　
国
民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
の
滞
納
状
況
に
つ
い
て
。

□答　
平
成
19
年
12
月
末
時
点
で
、
国
民

健
康
保
険
税
の
収
納
率
95
・
43
％
、
滞

納
額
１
，
４
２
８
万
３
，
６
０
０
円
、

介
護
保
険
料
の
収
納
率
99
・
61
％
、
滞

納
額
61
万
４
，
５
０
０
円
と
な
っ
て
い

る
。
国
民
年
金
保
険
料
は
、
現
在
、
町

で
徴
収
事
務
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
滞

納
状
況
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
お
答
え

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
愛
媛
社
会
保

険
事
務
局
が
ま
と
め
た
資
料
に
よ
る
と
、

鬼
北
町
の
納
付
率
は
、
19
年
の
12
月
末

現
在
で
、
79
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

□問　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
。

□答　
こ
の
制
度
は
、
平
成
18
年
の
国
の

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
新
た
な
高
齢

者
医
療
制
度
と
し
て
、
本
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

運
営
は
、
県
内
全
市
町
が
加
入
す
る
、

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が

主
体
と
な
っ
て
行
い
、
保
険
料
に
つ
い

て
も
、
県
内
統
一
し
た
保
険
料
を
、
加

入
す
る
高
齢
者
全
員
が
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
制
度

実
施
に
よ
り
、
新
た
に
保
険
料
を
負
担

す
る
こ
と
と
な
る
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
の
保
険
料
負
担
の
凍
結
等
、
激
変

緩
和
措
置
に
よ
り
負
担
の
軽
減
が
図
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
、
国
が
全
国
一
律
に
定
め
た

制
度
で
あ
り
、
保
険
料
の
決
定
を
は
じ

め
、
制
度
運
営
等
に
関
し
て
は
、
広
域

連
合
が
行
い
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
単
位

で
運
営
し
て
き
た
老
人
保
健
と
は
根
本

的
に
異
な
っ
て
い
る
。
法
令
に
基
づ
き
、

円
滑
か
つ
適
正
に
実
施
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
実
施

主
体
で
あ
る
広
域
連
合
と
も
十
分
連
携

を
図
り
、
高
齢
者
の
実
態
、
地
域
の
実

状
等
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
の
負
担
軽
減
、

福
祉
の
増
進
に
つ
な
が
る
よ
う
、
努
力

し
た
い
。

□問　
国
保
税
の
減
免
制
度
（
減
免
割
合

表
）
に
つ
い
て
。

□答　
災
害
等
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困

難
と
な
っ
た
者
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

者
と
認
め
ら
れ
る
者
、
貧
困
に
よ
り
生

活
の
た
め
公
私
の
援
助
を
受
け
る
者
ま

た
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
認
め
ら
れ
る

者
、
ほ
か
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
町
長

が
認
め
る
者
等
が
該
当
し
、
国
保
税
の

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
減
免

を
受
け
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
申

請
書
に
添
付
し
て
、
町
長
に
提
出
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
詳
細
は
、
国
保

税
条
例
第
22
条
に
規
定
し
て
い
る
。
減

免
割
合
表
は
な
い
。
ま
た
、
減
免
と
は

別
に
、
所
得
に
応
じ
て
の
２
割
・
５
割
・

７
割
の
軽
減
措
置
も
あ
る
。

□問　
飼
料
高
騰
に
伴
う
畜
産
農
家
へ
の

対
応
に
つ
い
て
。

□答　
飼
料
価
格
高
騰
原
因
は
、
一
つ
に

は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
相
場
が
燃
料
用

エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
向
け
需
要
の
増
加
に

よ
り
上
昇
し
た
こ
と
、
次
に
、
中
国
等

の
船
舶
需
要
の
活
発
化
や
原
油
価
格
の

高
騰
の
影
響
な
ど
に
よ
り
海
上
運
賃
が

上
昇
し
た
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
続
く

と
予
想
さ
れ
る
。
国
に
対
し
て
、
引
き

続
き
、
配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度
の
見

直
し
な
ど
、
畜
産
農
家
に
対
す
る
経
営

安
定
支
援
対
策
を
充
実
・
強
化
す
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
町
に
お
い

て
も
、
酪
農
家
や
肉
用
牛
農
家
に
対
し

て
は
、
自
給
飼
料
の
作
付
け
拡
大
を
さ

ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
養
豚
農
家
に
対
し
て
は
、
引
き
続

き
優
良
種
豚
の
導
入
に
対
す
る
支
援
を

行
い
、
ま
た
、
養
鶏
農
家
に
対
し
て
は
、

伝
染
性
疾
病
の
防
疫
に
対
す
る
支
援
を

行
う
な
ど
、
経
営
の
安
定
が
図
れ
る
対

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

□問　
勝
山
城
跡
一
帯
の
歴
史
景
観
保
存

に
つ
い
て
。

□答　
全
域
が
民
有
地
で
あ
る
こ
と
、
自

主
的
に
整
備
さ
れ
た
宗
教
的
施
設
が
主

で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
考
慮
し
て
、

現
時
点
で
は
、
行
政
と
し
て
関
与
す
る

事
は
問
題
も
多
い
た
め
、
引
き
続
き
地

元
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
以
外
に
方
法

は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

□問　
合
併
問
題
を
控
え
、
同
和
対
策
の

基
本
姿
勢
を
問
う
。

□答　
教
育
委
員
会
と
し
て
の
考
え
方
を

申
し
上
げ
る
と
、
鬼
北
町
に
お
け
る
人

権
教
育
は
、
旧
広
見
町
で
の
取
り
組
み

を
継
承
し
、
鬼
北
町
人
権
教
育
協
議
会

を
主
体
に
実
施
し
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る

差
別
や
不
合
理
な
社
会
的
矛
盾
の
解
消

に
努
力
し
、
人
権
と
福
祉
の
豊
か
な
町

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
の
成
果
は
着
実
に
あ
が
っ
て
お
り
、

今
後
も
人
権
教
育
に
対
す
る
基
本
的
な
方

針
を
変
更
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
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３
月
22
日
、
第
３
回
鬼
北
町

長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
が
宇
和
島
市

三
間
町
の
宇
和
島
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
、
鬼
北
町

ゴ
ル
フ
協
会
の
会
員
を
中
心
に

町
内
外
か
ら
39
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
優
勝
杯
返
還

の
後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
松

浦
町
長
が
挨
拶
。「
天
候
に
恵

ま
れ
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
。
頑

　

３
月
17
日
、
愛
治
小
学
校
６

年
生
児
童
８
人
が
卒
業
記
念
を

兼
ね
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
植
樹
し
た
の
は
、
桜
や

シ
イ
の
苗
木
20
本
。
児
童
は
、

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
委

員
の
高
田
宥
さ
ん
の
協
力
の
も

と
、
鬼
北
環
境
セ
ン
タ
ー
の
敷
地

内
に
、
木
の
成
長
を
願
い
な
が

ら
丁
寧
に
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。

　

３
月
31
日
、
鬼
北
町
中
央
公

民
館
で
、
町
営
住
宅
か
ら
の
暴

力
団
排
除
に
関
す
る
合
意
書
調

印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
宇
和
島
警
察
署
と

町
の
関
係
者
が
出
席
。
調
印
に

先
立
ち
、
宇
和
島
警
察
署
の
上

野
豊
署
長
が
、「
行
政
や
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
警

察
が
率
先
し
て
暴
力
団
排
除
を

行
う
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
警
察
署
長
と
町
長

が
合
意
書
に
署
名
、
捺
印
し
、

暴
力
団
排
除
に
向
け
て
お
互
い

が
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

こ
の
警
察
・
行
政
間
の
合
意

は
、昨
年
東
京
都
で
発
生
し
た
、

都
営
住
宅
で
の
暴
力
団
員
立
て

こ
も
り
・
発
砲
事
件
を
受
け
て

の
取
り
組
み
で
、
暴
力
団
員
に

関
す
る
情
報
提
供
や
町
職
員
に

対
す
る
暴
行
防
止
に
つ
い
て
支

援
す
る
な
ど
、
警
察
と
の
連
携

強
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

４
月
８
日
、
町
内
６
つ
の

小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
新
一
年
生

１
０
３
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

三
島
小
学
校
の
入
学
式
で

は
、
保
護
者
や
上
級
生
か
ら
温

か
く
迎
え
ら
れ
た
新
入
生
７
人

が
、
元
気
よ
く
自
己
紹
介
。
先

生
か
ら
新
し
い
教
科
書
を
受
け

取
り
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校

生
活
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　

六
年
間
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

◎
愛
治
小
学
校
児
童
卒
業
記
念
植
樹

　

安
全
・
安
心
の
町
を
目
指
す

◎
町
営
住
宅
か
ら
の
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
合
意
書
調
印
式

　

愛
好
者
39
人
が
腕
を
競
う

◎
第
３
回
鬼
北
町
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
参
加
者

を
激
励
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
各
組
に
分
か
れ

て
コ
ー
ス
を
回
り
、
上
位
入
賞

を
目
指
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

優
勝　

清
家　

教
伸

　

２
位　

岡
村　

博
之

　

３
位　

湖
西　

敏
広

　

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
が
初
登
校

◎
町
内
小
学
校
入
学
式

六
年
間
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
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こ
し
こ
く
か
ぐ
ら
）」
と
呼
ば

れ
、
四
国
神
楽
の
お
お
も
と
と

な
る
も
の
で
す
。

　

明
治
中
期
に
、
神
社
祭
典
は

全
国
的
に
統
一
さ
れ
、
神
楽
の

内
容
は
式
典
・
神
事
を
除
い
た

民
衆
か
ら
喜
ば
れ
る
舞
技
中
心

の
里
神
楽
へ
と
移
行
し
ま
し
た

が
、
伊
予
神
楽
は
、
古
来
の
神

楽
の
形
式
を
そ
の
ま
ま
継
承
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
性
の
神

主
の
み
で
組
織
さ
れ
る
神
楽
集

団
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
そ

の
点
に
お
い
て
も
貴
重
と
い
え

ま
す
。

　

伊
予
神
楽
は
、
一
場
か

ら
三
十
五
場
ま
で
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
大
本
神
社

神
主
の
大
野
直
續
さ
ん
に

よ
れ
ば
、
昭
和
60
年
代
ま

で
は
一
晩
か
け
て
三
十
五

場
す
べ
て
を
奉
納
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
日
は
、「
喜
余
女

手
草
（
き
よ
め
た
ぐ
さ
）

之
舞
之
事
」
な
ど
計
三
場

が
出
席
者
の
前
で
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

４
月
５
日
、
大
本
神
社
（
内

深
田
）
で
清
明
祭
が
あ
り
、
地

元
関
係
者
ら
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
南
予
地
区
の
神
主

で
組
織
さ
れ
る
伊
予
神
楽
か
ん

な
ぎ
会
（
三
瀬
邦
雄
会
長
、
会

員
21
人
）
の
会
員
が
、
国
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
伊
予

神
楽
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

こ
の
神
楽
は
、
鎌
倉
時
代
以

前
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
る
大
変

歴
史
の
あ
る
も
の
で
、
古
く
は

「
男
神
子
四
国
神
楽
（
お
か
ん

　

伝
統
の
神
楽
舞
を
披
露

◎
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
伊
予
神
楽
」

　

３
月
28
日
か
ら
４
月
６
日
に

か
け
て
、
高
田
商
店
（
近
永
）

で
き
ほ
く
の
里
ひ
な
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
お
祭
り
は
、
鬼
北
町
文

化
協
会
座
敷
雛
研
究
会
（
上
本

与
忠
会
長
、
会
員
8
人
）
が
主

催
す
る
も
の
で
、
平
成
６
年
か

ら
始
ま
り
、
今
年
で
15
回
目
を

迎
え
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
鬼
北

路
の
春
」。
18
畳
の
座
敷
に
、

雛
壇
と
雛
人
形
を
中
心
に
据
え

置
き
、
そ
の
ま
わ
り
に
山
野
草

や
棚
田
、
民
家
な
ど
を
飾
り
つ

け
、
山
里
の
風
景
を
再
現
し
ま

し
た
。

　

会
場
は
、
豪
華
絢
爛
の
座
敷

雛
を
目
当
て
に
、
連
日
町
内
外

か
ら
訪
れ
た
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

春
の
訪
れ
を
つ
げ
る
座
敷
雛

◎
き
ほ
く
の
里
ひ
な
ま
つ
り

三
味
線
、
大
正
琴
な
ど
多
彩
な

演
芸
を
披
露
。
ま
た
、
道
の
駅

三
角
ぼ
う
し
の
加
工
品
販
売
や

も
ち
ま
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

同
時
に
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

例
年
よ
り
桜
の
開
花
が
遅
れ

た
た
め
に
桜
は
2
分
咲
き
程
度

で
し
た
が
、
観
客
は
渓
谷
の
春

を
満
喫
し
た
よ
う
で
す
。

　

歌
と
踊
り
で
観
客
を
魅
了

◎
成
川
渓
谷
桜
ま
つ
り
２
０
０
８

　

４
月
５
日
、
成
川
渓
谷
休
養

セ
ン
タ
ー
前
の
特
設
会
場
で
成

川
渓
谷
桜
ま
つ
り
２
０
０
８
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
地
域
の
活
性

化
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
西
部

芸
能
ク
ラ
ブ（
武
田
民
夫
代
表
）

が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
同
ク
ラ

ブ
の
会
員
ら
が
、
歌
や
踊
り
、

写
真
／
柳
野
治
示
氏

写
真
／
柳
野
治
示
氏
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課
長
級

▼
会
計
管
理
者　

城
平
正
文
〔
日
吉
支

所
長
〕
▼
総
務
課
長　

井
上
建
司
〔
保

健
福
祉
課
長
〕
▼
企
画
財
政
課
長　

松

本
幸
男
〔
会
計
管
理
者
〕
▼
日
吉
支
所

長　

川
添
秀
和
〔
建
設
課
長
〕
▼
保
健

福
祉
課
長　

末
廣
之
則
〔
生
涯
教
育
課

長
〕
▼
環
境
保
全
課
長
・
水
道
課
長
（
併

任
）　

入
田
邦
男
〔
農
村
整
備
課
長
〕
▼

建
設
課
長　

野
地
武
光
〔
水
道
課
長
〕

▼
生
涯
教
育
課
長　

善
家
信
嗣
〔
環
境

衛
生
課
長
〕

県
か
ら
の
派
遣
（
課
長
級
）

▼
総
務
課
付
け
（
鬼
北
町
・
松
野
町
合

併
協
議
会
事
務
局
長
）　

井
野
優
治
〔
宇

和
島
地
方
局
総
務
県
民
部
総
務
調
整
課

新
ま
ち
づ
く
り
支
援
班
長
〕

課
長
補
佐
級

▼
総
務
課
長
補
佐
兼
地
域
安
全
係
長　

松
本
秀
治
〔
産
業
課
長
補
佐
兼
農
政
振

興
係
長
〕
▼
産
業
課
長
補
佐
兼
農
政
振

興
係
長　

大
森
千
秋
〔
地
域
振
興
課
長

補
佐
兼
生
産
流
通
係
長
〕
▼
地
域
振
興

課
長
補
佐
兼
事
業
係
長　

岩
本
純
子〔
農

業
委
員
会
事
務
局
次
長
〕
▼
農
業
委
員

会
事
務
局
次
長　

西
川
鈴
香
〔
水
道
課

長
補
佐
兼
管
理
係
長
〕
▼
建
設
課
長
補

佐
兼
工
務
第
二
係
長　

葛
本
武
文
〔
農

村
整
備
課
長
補
佐
兼
農
村
整
備
係
長
〕

係
長
級

▼
総
務
課
行
政
係
長　

古
谷
忠
志
〔
愛

治
連
絡
所
長
兼
生
涯
教
育
課
愛
治
公
民

館
主
事
〕
▼
産
業
課
農
村
整
備
係
長　

上
田
司
〔
生
涯
教
育
課
日
吉
公
民
館
主

事
〕
▼
地
域
振
興
課
生
産
流
通
係
長　

奥
藤
幸
利
〔
地
域
振
興
課
事
業
係
長
〕

▼
愛
治
連
絡
所
長
兼
生
涯
教
育
課
愛
治

公
民
館
主
事　

鷲
見
寿
徳
〔
農
村
整
備

課
管
理
係
長
〕
▼
生
涯
教
育
課
日
吉
公

民
館
主
事　

山
本
雄
大
〔
総
務
課
行
政
・

地
域
安
全
係
長
〕

上
級
専
門
員
・
専
門
員
・

主
任
・
主
査
・
主
事
級

▼
企
画
財
政
課
主
任
（
財
政
係
）　

葛
本

哲
也
〔
環
境
衛
生
課
主
任
（
環
境
係
）〕

▼
企
画
財
政
課
主
任
（
管
財
係
）　

節
安

秀
規
〔
日
吉
支
所
主
査
（
総
務
係
）〕
▼

日
吉
支
所
専
門
員
（
総
務
係
）　

稲
屋
浩

明
〔
企
画
財
政
課
主
任
（
管
財
係
）〕
▼

日
吉
支
所
主
任
（
振
興
係
）　

和
中
哲

〔
水
道
課
技
師
（
工
務
係
）〕
▼
税
務
課

主
事
（
課
税
管
理
係
）　

亀
澤
千
明
〔
新

採
用
〕
▼
税
務
課
主
任
（
資
産
評
価
係
）

　

高
田
義
勝
〔
農
村
整
備
課
主
任
（
管

理
係
）〕
▼
町
民
課
専
門
員
（
戸
籍
住
民

係
）　

山
本
万
里〔
保
健
福
祉
課
主
査（
社

会
福
祉
係
）〕
▼
保
健
福
祉
課
上
級
保
健

師
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

青
木

千
都
子
〔
保
健
福
祉
課
上
級
保
健
師
（
愛

治
駐
在
）〕
▼
保
健
福
祉
課
保
健
師
（
愛

治
駐
在
）　

谷
口
美
穂
〔
保
健
福
祉
課
保

健
師
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）〕
▼

保
健
福
祉
課
主
任
（
保
健
係
）　

新
谷
茂

〔
日
吉
支
所
主
任
（
振
興
係
）〕
▼
保
健

福
祉
課
保
健
師
（
保
健
係
）　

芝
瞳
〔
新

採
用
〕
▼
保
健
福
祉
課
主
事
（
社
会
福

祉
係
）　

渡
邊
純
〔
町
民
課
主
事
（
戸
籍

住
民
係
）〕
▼
環
境
保
全
課
主
査
（
環
境

衛
生
係
）　

毛
利
竜
一
郎
〔
企
画
財
政
課

主
事
（
財
政
係
）〕
▼
水
道
課
主
事
（
水

道
係
）　

松
浦
雅
人
〔
建
設
課
技
師
（
工

務
係
）〕
▼
産
業
課
主
任
（
林
政
係
）　

窪
田
慶
信
〔
農
村
整
備
課
主
査
（
農
村

整
備
係
）〕
▼
産
業
課
専
門
員
（
農
村
整

備
係
）　

山
下
新
治
郎
〔
建
設
課
専
門
員

（
都
市
計
画
・
管
理
係
）〕
▼
建
設
課
専

門
員
（
工
務
第
二
係
）　

清
水
和
久
〔
産

業
課
専
門
員
（
林
政
係
）〕
▼
建
設
課
主

査
（
都
市
計
画
・
管
理
係
）　

渡
邊
充
〔
税

務
課
主
事
（
資
産
評
価
係
）〕
▼
生
涯
教

育
課
主
事
（
学
校
教
育
係
）　

武
田
菜
奈

〔
新
採
用
〕

課
名
・
係
名
変
更
に
伴
う
も
の

▼
総
務
課
主
事
（
行
政
係
）　

松
本
真
吾

〔
総
務
課
主
事
（
行
政
・
地
域
安
全
係
）〕

▼
総
務
課
主
任
（
地
域
安
全
係
）　

松
浦

慎
二
〔
総
務
課
主
査
（
行
政
・
地
域
安

全
係
）〕
▼
総
務
課
長
補
佐
（
鬼
北
町
・

松
野
町
合
併
協
議
会
事
務
局
）　

宮
本
茂

幸
〔
総
務
課
長
補
佐
（
鬼
北
町
・
松
野

町
合
併
対
策
室
事
務
局
）〕
▼
総
務
課
主

事
（
鬼
北
町
・
松
野
町
合
併
協
議
会
事

務
局
）　

末
廣
一
喬
〔
総
務
課
主
事
（
鬼

北
町
・
松
野
町
合
併
対
策
室
事
務
局
）〕

▼
環
境
保
全
課
長
補
佐
兼
環
境
衛
生
係

長　

高
田
正
彦
〔
環
境
衛
生
課
長
補
佐

１課を廃止し、組織を14課に再編成。
総勢75人の異動。

平成20年度　人事異動
平成20年4月1日付け　〔〕＝旧任　○＝昇任
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兼
環
境
係
長
〕
▼
環
境
保
全
課
廃
棄
物

対
策
係
長　

室
藤
雄
〔
環
境
衛
生
課
衛

生
係
長
〕
▼
環
境
保
全
課
専
門
員
（
廃

棄
物
対
策
係
）　

古
谷
和
徳
〔
環
境
衛
生

課
専
門
員
（
衛
生
係
）〕
▼
水
道
課
水
道

係
長　

米
本
明
〔
水
道
課
工
務
係
長
〕

▼
水
道
課
専
門
員
（
水
道
係
）　

二
宮
洋

之
〔
水
道
課
主
任
（
工
務
係
）〕
▼
水
道

課
主
査
（
水
道
係
）　

谷
口
奈
緒
〔
水
道

課
主
事
（
管
理
係
）〕
▼
建
設
課
工
務
第

一
係
長　

森
山
康
臣
〔
建
設
課
工
務
係

長
〕
▼
建
設
課
専
門
員
（
工
務
第
一
係
）

佐
子
司
〔
建
設
課
主
任
（
工
務
係
）〕
▼

建
設
課
技
能
長
（
工
務
第
一
係
）　

駄
場

功
〔
建
設
課
技
能
長
（
工
務
係
）〕
▼
建

設
課
主
任
技
能
員
（
工
務
第
一
係
）　

影

浦
淳
〔
建
設
課
主
任
技
能
員
（
工
務
係
）〕

北
宇
和
病
院
医
師

▼
総
務
課
付
け
（
北
宇
和
病
院
派
遣
）　

内
田
篤
宏
〔
新
採
用
（
愛
媛
県
職
員
（
鬼

北
町
派
遣
）
北
宇
和
病
院
勤
務
）〕
▼
総

務
課
付
け
（
北
宇
和
病
院
派
遣
）　

矢
野

聡
〔
新
採
用
（
愛
媛
県
職
員
（
鬼
北
町

派
遣
）
北
宇
和
病
院
勤
務
）〕

保
育
所
所
長

▼
さ
く
ら
保
育
所
長　

兵
頭
悦
子
〔
小

倉
保
育
所
長
〕
▼
好
藤
保
育
所
長　

○

山
本
美
智
代
〔
清
水
保
育
所
主
任
保
育

士
〕
▼
小
倉
保
育
所
長　

○
藤
中
美
智

江
〔
さ
く
ら
保
育
所
主
任
保
育
士
〕

主
任
保
育
士

▼
さ
く
ら
保
育
所
主
任
保
育
士　

○
芝

ふ
み
子
〔
小
倉
保
育
所
上
級
保
育
士
〕

▼
清
水
保
育
所
主
任
保
育
士　

○
浅
野

千
明
〔
好
藤
保
育
所
上
級
保
育
士
〕

保
育
士

▼
近
永
保
育
所
上
級
保
育
士　

上
甲
貞

子
〔
小
松
保
育
所
上
級
保
育
士
〕
▼
さ

く
ら
保
育
所
上
級
保
育
士　

速
水
佐
智

子
〔
近
永
保
育
所
上
級
保
育
士
〕
▼
小

松
保
育
所
上
級
保
育
士　

窪
田
み
ど
り

〔
み
ど
り
保
育
所
上
級
保
育
士
〕
▼
み
ど

り
保
育
所
上
級
保
育
士　

赤
松
美
紀〔
さ

く
ら
保
育
所
上
級
保
育
士
〕
▼
さ
く
ら

保
育
所
専
門
保
育
士　

清
家
由
利
子〔
好

藤
保
育
所
専
門
保
育
士
〕
▼
好
藤
保
育

所
専
門
保
育
士　

松
浦
愛
〔
近
永
保
育

所
専
門
保
育
士
〕
▼
好
藤
保
育
所
専
門

保
育
士　

古
谷
裕
美
〔
清
水
保
育
所
保

育
士
〕
▼
近
永
保
育
所
保
育
士　

大
野

昌
之
〔
新
採
用
〕
▼
さ
く
ら
保
育
所
保

育
士　

豊
田
香
織
〔
新
採
用
〕

調
理
師

▼
近
永
保
育
所
技
能
長　

泉
野
み
な
子

〔
小
松
保
育
所
技
能
長
〕
▼
小
松
保
育
所

技
能
長　

山
本
み
ゆ
き
〔
み
ど
り
保
育

所
技
能
長
〕
▼
み
ど
り
保
育
所
技
能
長

那
須
と
し
え
〔
近
永
保
育
所
技
能
長
〕

退
職
者
（
平
成
20
年
３
月
31
日
付
け
）

▼
甲
岡
秀
文
〔
総
務
課
長
〕
▼
音
地
博

〔
企
画
財
政
課
長
〕
▼
佐
子
さ
よ
こ
〔
町

民
課
好
藤
保
育
所
長
〕
▼
土
釜
惠
子
〔
町

民
課
さ
く
ら
保
育
所
長
〕

平成20年度
新規採用職員

４月１日付けで採用され
た職員を紹介します

生涯教育課
武田　菜奈（24歳）
私の故郷である、この鬼
北町で、小さなことで
も何か役に立てるよう、
日々勉強しながら頑張り
たいです。

税務課
亀澤　千明（30歳）
３月から鬼北町民となり
ました。皆様のお役に立
てるよう頑張りますの
で、応援よろしくお願い
致します。

保健福祉課
芝　　瞳（25歳）

保健師の芝です。すべて
の年代の方が、鬼北町で
元気に過ごせるよう保健
活動に取り組んでいきた
いです。

さくら保育所
豊田　香織（24歳）
４月からさくら保育所に
勤務しています。鬼北町
の子ども達のため、明る
く、元気に頑張っていき
ます！

近永保育所
大野　昌之（25歳）
男性保育士一人ではあり
ますが、自分の出来うる
精一杯の努力をし、頑張
ります。よろしくお願い
します。

北宇和病院
内田　篤宏（42歳）
県職員をやめ、町の職員
として北宇和病院にお世
話になります。力不足で
はありますが、末永くお
願い致します。

北宇和病院
矢野　　聡（38歳）
鬼北町職員となり、北宇
和病院勤務を継続するこ
ととなりました。今後と
もよろしくお願い致しま
す。
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国
民
年
金
は
、
老
後
に
備
え
る
老

齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
を
負
わ
れ
て
働
け
な
く

な
っ
た
と
き
に
は
障
害
基
礎
年
金
が
、

ま
た
万
が
一
ご
本
人
が
亡
く
な
っ
た

と
き
に
は
、
残
さ
れ
た
妻
や
子
に
遺

族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め
に
は
、
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
事
故
が
発
生
す
る
ま
で
の

公
的
年
金
の
加
入
期
間
の
２
／
３
以

上
の
期
間
に
つ
い
て
、
保
険
料
が
納

付
又
は
免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
も

し
く
は
初
診
日
又
は
死
亡
さ
れ
た
月

の
前
々
月
ま
で
の
1
年
間
に
保
険
料

の
未
納
が
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

愛
媛
社
会
保
険
事
務
局
宇
和
島
事

務
所　

☎
22
・
５
４
４
０
㈹

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
人
権

擁
護
委
員
は
私
た
ち
の
町
の
相
談

パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
離
婚
な
ど
家
庭

内
の
問
題
、
い
じ
め
、
隣
近
所
の

も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
問
題
で
お

困
り
の
方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁

護
委
員
か
松
山
地
方
法
務
局
（
☎

０
８
９
・
９
３
２
・
０
８
８
８
）
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

鬼
北
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。

　

中
岡　

愛
子
（　

芝　

）

　

杉
本　

和
巳
（
広　

見
）

　

松
浦　
　

昭
（
小　

松
）

　

平
野　

文
雄
（
父
野
川
下
）

　

長
瀬　

和
美
（
上
大
野
）

◎
人
権
問
題
に
関
す
る

　
　
　
　
　
総
合
12
時
間
電
話
相
談

相
談
内
容　

差
別
待
遇
、
い
じ
め
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
等
、
家
庭
お

よ
び
近
隣
関
係
等
に
お
け
る
人
権
問

題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
（
予
約

不
要
・
無
料
・
秘
密
厳
守
）

日
時　

６
月
１
日
㈰　

９
時
〜
21
時

電
話
番
号　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
・
０
２
５
・
５
５
０
（
携

帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可
）

相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員

　

昨
年
、
10
代
か
ら
20
代
を
中
心
と

し
た
年
齢
層
で
麻
し
ん
が
流
行
し
、

多
く
の
学
校
が
休
校
の
処
置
を
と
る

な
ど
社
会
的
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、
麻
し

ん
の
予
防
接
種
を
１
回
し
か
受
け
て

い
な
い
年
代
に
対
し
、
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
２
回
目
の

予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
を
設
け
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人
は
も
ち
ろ
ん
、

１
回
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
も
２
回

目
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

　

中
学
１
年
生
相
当
年
齢
の
人
（
平

成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人
）、
高
校
３
年
生

相
当
年
齢
の
人
（
平
成
２
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
）

　

接
種
期
間
は
、
４
月
か
ら
21
年
３

月
31
日
ま
で
で
す
が
、
少
し
で
も
早

い
免
疫
の
獲
得
が
望
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
可
能
な
限
り
６
月
末
ま
で
に
受

け
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

３
つ
の
年
金
が
あ
な
た
の

一
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

町
民
課　

内
線
２
１
６

町政
　ＮＥＷＳ

 老後に備えます
①老齢基礎年金
　平成20年度年金額　792,100円（満額）
　 20歳から60歳になるまでの40年間の全期間保険料を納めた方は、
65歳から満額の老齢基礎年金が支給されます。
　 老齢基礎年金を受けるためには、保険料を納めた期間と保険料を
免除された期間が最低25年以上あることが必要です。

 不測の事態に備えます
②障害基礎年金
　平成20年度年金額（定額） 990,100円（1級）
　　　　　　　　　　　　　792,100円（2級）
　 国民年金加入中の病気やケガで障害等級表（1級・2級）による
障害の状態にある間は障害基礎年金が支給されます。
　（注） 子の人数によって加算（1人につき：227,900円、3人目以降：

75,900円）があります。
③遺族基礎年金
　平成20年度年金額　1,020,000円（妻）
　〔基本額(定額)：792,100円＋子1人の加算額：227,900円〕
　 国民年金の加入者が亡くなったとき、その方によって生計を維持
されていた「子のある妻」または「子」に支給されます。
　（注1） 子は18歳到達年度の末日まで、又は障害のある場合は20

歳まで支給されます。
　（注2）妻に支給される場合は、子の人数によって加算があります。

人
権
擁
護
委
員
の
日

町
民
課　

内
線
２
１
３

麻
し
ん
（
は
し
か
）
の

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

保
健
福
祉
課　

内
線
６
１
５

お問い合わせは、鬼北町役場☎45-1111または日吉支所☎44-2211まで。
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身
近
な
く
ら
し
に
関
す
る
お
金
の

問
題
や
制
度
に
つ
い
て
、
正
し
い
情

報
・
知
識
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
ご
希
望
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
講

座
を
各
地
に
出
向
い
て
無
料
で
開
催

し
ま
す
。

【
実
施
主
体
】　

愛
媛
県
南
予
地
方
局

【
対
象
者
】　

南
予
地
域
に
お
住
ま
い

の
方
、
南
予
地
域
に
あ
る
各
種
団
体
、

事
業
所

【
受
講
人
数
】　

原
則
20
名
以
上

【
講
座
時
間
】　

原
則
１
時
間
か
ら
１

時
間
半

【
開
催
時
期
】　

平
成
20
年
５
月
か
ら

21
年
２
月
ま
で

【
講　

師
】　

愛
媛
県
金
融
広
報
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、
地
方
局
職
員
等

【
講
座
テ
ー
マ
例
】

① 

被
害
に
あ
い
や
す
い
悪
質
商
法
の

手
口
と
そ
の
対
策

② 

金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
金
融
機

関
の
選
び
方

③ 

家
庭
に
お
け
る
子
供
の
金
銭
教
育

に
関
す
る
こ
と

④ 

計
画
的
な
く
ら
し
の
推
進
に
関
す

る
こ
と
（
生
活
設
計
の
樹
立
等
）

⑤ 

各
種
制
度
に
関
す
る
こ
と
（
年
金
、

各
種
保
険
、
契
約
、
税
金
等
）

【
会　

場
】　

会
場
は
確
保
し
て
く
だ

さ
い
。（
南
予
地
域
で
あ
れ
ば
ど
こ
で

も
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

６
月
２
日
㈪
ま
で
に
南
予
地
方
局

総
務
県
民
課
県
民
生
活
係
へ

（
☎
22
・
５
２
１
１
）

は
じ
め
に

　

河
川
な
ど
の
汚
れ
は
水
中
の
有
機

物
を
微
生
物
が
分
解
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
浄
化
さ
れ
ま
す
。
浄
化
槽
で

も
下
水
道
で
も
浄
化
の
考
え
方
は
同

じ
で
す
。

　

水
質
浄
化
を
図
る
に
は
、
ま
ず
汚

さ
な
い
こ
と
で
す
が
、
そ
の
次
は
自

然
の
浄
化
作
用
を
強
化
す
る
こ
と
で

す
。

　

し
た
が
っ
て
、
自
然
の
浄
化
作
用

を
強
化
す
る
こ
と
は
、
微
生
物
の
働

き
を
強
化
す
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
微
生
物
の
働
き
を
強
化
す
る
こ

と
は
、
微
生
物
を
増
や
す
、
微
生
物

を
活
性
化
さ
せ
る
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

え
ひ
め
Ａ
Ｉ
─
１
と
は

　

環
境
浄
化
微
生
物
「
え
ひ
め
Ａ
Ｉ

─
１
」
は
、
水
質
環
境
の
改
善
を
目

的
と
し
て
愛
媛
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
で
開
発
さ
れ
た
酵
母
、
乳
酸
菌
、

納
豆
菌
、
精
糖
蜜
、
水
を
原
料
と
し

て
発
酵
培
養
し
た
、
人
や
動
物
に
無

害
で
環
境
に
や
さ
し
い
発
酵
培
養
液

で
す
。

え
ひ
め
Ａ
Ｉ
─
１
の
働
き

① 

微
生
物
の
「
エ
サ
」
と
な
り
、
各

種
微
生
物
が
増
殖
す
る
と
と
も
に
、

隠
れ
て
い
た
微
生
物
が
出
現
し
、

微
生
物
の
種
類
が
増
加
し
ま
す
。

② 

酵
素
の
働
き
で
油
分
を
分
解
し
、

微
生
物
が
食
べ
や
す
く
し
ま
す
。

③ 

酸
性
な
の
で
ア
ン
モ
ニ
ア
や
ア
ミ

ン
類
の
ア
ル
カ
リ
性
悪
臭
物
質
を

中
和
さ
せ
、
腐
敗
を
抑
制
し
ま
す
。

鬼
北
町
の
取
り
組
み

　

鬼
北
町
で
は
、
平
成
14
年
か
ら
え

ひ
め
Ａ
Ｉ
─
１
の
製
造
と
無
料
配
布

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
、

旧
い
ず
み
保
育
所
調
理
室
を
利
用
し

て
、
一
次
培
養
液
６
ト
ン
、
二
次
培

養
液
60
ト
ン
を
製
造
し
、
町
内
23
箇

所
に
無
料
配
布
用
タ
ン
ク
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
希
望
に
よ
り
各
地
区
で
の

説
明
会
の
実
施
や
小
学
校
の
環
境
教

育
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

入
手
方
法

　

役
場
環
境
保
全
課
前
、
日
吉
支
所
、

各
公
民
館
、
一
部
の
集
会
所
な
ど
に

専
用
の
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
タ
ン
ク
を

設
置
し
て
無
料
配
布
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
で
自
由

に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

◎無料配布用タンク設置場所
役場環境保全課前 上鍵山集会所 西野々集会所

新町集会所 父野川下川口バス停 川上構造改善センター

なんでも館 好藤公民館 旧下大野保育所

北川集会所 吉波集会所 三島公民館

日吉支所（500リットルタンク）愛治公民館 泉公民館

犬飼集会所 大宿集会所 上川本村集会所

宮成構造改善センター 生田集会所 小倉大野鮮魚店横

屋敷集会所 畔屋集会所

消
費
者
支
援
講
座
の
ご
案
内

産
業
課　

内
線
２
６
１

え
ひ
め
Ａあ
いＩ
─
１い
ち

を

活
用
し
ま
し
ょ
う

環
境
保
全
課　

内
線
３
１
１
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「ニュータウン鬼北の里」
宅地分譲開始

分譲公募期間
Ｈ20.4.28
～H20.5.30

１
２

３
４

５
６

７ ８
９

10
11

12

114113112111110109108107106105
104103

102
10113

14
15

16
17

18
19

20

20 ～ 町内建築業者住宅建設限定区画

21
22

23

23

24

NTT

NTT

NTT

NTT

NTT

NTT

四国電力

四国電力

四国電力

四国電力

四国電力

四国電力

電　柱

※

多目的用地として分譲販売
370,300円～（37.03㎡）
793,700円～（79.37㎡）全14区画

平成20年５月17日（土）・18日（日）
　10:00～ 15:00

現地説明会を開催します！

■申込資格（申込者は、次の要件をすべて備えていることが必要です）
　◎自ら居住するための住宅を建設するための宅地を必要とする方
　◎譲渡代金の支払いのできる方で、これに伴う契約に関し、確実な履行ができる方
　◎契約書等の譲渡条件を承知し、購入を希望する方
　◎ 契約日から５年以内に自ら居住するための住宅を建設し、継続して居住することが確実である方。

違反した場合は、20％の違約金を徴収し、買戻しを実行いたします。
　◎申込時年齢が満20歳以上である方

■申込・問い合わせ先
　鬼北町土地開発公社（鬼北町役場企画財政課内）　☎0895－45－1111（内線271）・FAX0895－45－1119
　〒798－1395　愛媛県北宇和郡鬼北町大字近永800番地１
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■鬼北町産材利用促進事業（町産材を利用して建築した住宅には補助があります。）
　◎対 象 者／ ニュータウン鬼北の里分譲地内に自ら居住するため土地を確保し、住宅を

建築するもの（床面積66㎡以上）
　◎対象住宅／ 町内で生産された木材または製材の主要部材にその材積の70％以上使用

する建築木造住宅で、住宅部分の面積が66㎡以上のもの
　◎補助金額／ 補助金額は木造住宅に使用する町産材の材積1㎥に対して1万5千円を乗じ

て算出した金額。ただし限度額は150万円
■鬼北町太陽光発電利用促進事業
　（ソーラーシステムを整備し、建築された住宅に補助があります。）
　◎対 象 者／ ニュータウン鬼北の里分譲地内に自ら居住するため土地を確保し、住宅を

建築するもの（床面積66㎡以上）
　◎太陽光発電施設を設備するもの
　◎補助金額／ 補助金額は太陽電池容量１kwあたり12万円。ただし、補助限度額50万円（補

助最低容量0.5kw）

■鬼北町産材利用促進事業
　◎対 象 者／ ニュータウン鬼北の里分譲地内に自ら居住するため土地を確保し、住宅を

　◎対象住宅／ 町内で生産された木材または製材の主要部材にその材積の70％以上使用

　◎補助金額／ 補助金額は木造住宅に使用する町産材の材積1㎥に対して1万5千円を乗じ

■鬼北町太陽光発電利用促進事業
（ソーラーシステムを整備し、建築された住宅に補助があります。）
　◎対 象 者／ ニュータウン鬼北の里分譲地内に自ら居住するため土地を確保し、住宅を

　◎太陽光発電施設を設備するもの
　◎補助金額／ 補助金額は太陽電池容量１kwあたり12万円。ただし、補助限度額50万円（補

■鬼北町産材利用促進事業
　◎対 象 者／ ニュータウン鬼北の里分譲地内に自ら居住するため土地を確保し、住宅を　◎対 象 者／ ニュータウン鬼北の里分譲地内に自ら居住するため土地を確保し、住宅を

　◎対象住宅／ 町内で生産された木材または製材の主要部材にその材積の70％以上使用

　◎補助金額／ 補助金額は木造住宅に使用する町産材の材積1㎥に対して1万5千円を乗じ

■鬼北町太陽光発電利用促進事業

　◎対 象 者／ ニュータウン鬼北の里分譲地内に自ら居住するため土地を確保し、住宅を

　◎太陽光発電施設を設備するもの
　◎補助金額／ 補助金額は太陽電池容量１kwあたり12万円。ただし、補助限度額50万円（補

　◎対 象 者／ ニュータウン鬼北の里分譲地内に自ら居住するため土地を確保し、住宅を

　◎対象住宅／ 町内で生産された木材または製材の主要部材にその材積の70％以上使用

　◎補助金額／ 補助金額は木造住宅に使用する町産材の材積1㎥に対して1万5千円を乗じ

■鬼北町太陽光発電利用促進事業

　◎対 象 者／ ニュータウン鬼北の里分譲地内に自ら居住するため土地を確保し、住宅を

　◎太陽光発電施設を設備するもの
　◎補助金額／ 補助金額は太陽電池容量１kwあたり12万円。ただし、補助限度額50万円（補

宅
地
分
譲

支
援
施
策

■分譲価格および土地面積（年齢に応じて購入しやすい価格に設定しました）

№ 面　　積 一般（55歳以上）
分譲価格

▲10％（45歳以上
55歳未満）
分譲価格

▲20％（35歳以上
45歳未満）
分譲価格

▲30％（35歳未満）
分譲価格

1 229.75㎡（69.50坪） 7,639,000円 6,875,100円 6,111,200円 5,347,300円
2 235.50㎡（71.24坪） 7,526,000円 6,773,400円 6,020,800円 5,268,200円
3 235.73㎡（71.31坪） 7,461,000円 6,714,900円 5,968,800円 5,222,700円
4 235.77㎡（71.32坪） 7,463,000円 6,716,700円 5,970,400円 5,224,100円
5 235.72㎡（71.30坪） 7,461,000円 6,714,900円 5,968,800円 5,222,700円
6 230.05㎡（69.59坪） 7,813,000円 7,031,700円 6,250,400円 5,469,100円
7 229.81㎡（69.51坪） 7,493,000円 6,743,700円 5,994,400円 5,245,100円
8 256.89㎡（77.71坪） 8,052,000円 7,246,800円 6,441,600円 5,636,400円
9 280.87㎡（84.96坪） 8,804,000円 7,923,600円 7,043,200円 6,162,800円
10 302.93㎡（91.63坪） 9,496,000円 8,546,400円 7,596,800円 6,647,200円
11 286.99㎡（86.81坪） 8,996,000円 8,096,400円 7,196,800円 6,297,200円
12 281.46㎡（85.14坪） 9,464,000円 8,517,600円 7,571,200円 6,624,800円
13 291.26㎡（88.10坪） 10,397,000円 9,357,300円 8,317,600円 7,277,900円
14 297.01㎡（89.84坪） 10,199,000円 9,179,100円 8,159,200円 7,139,300円
15 297.11㎡（89.87坪） 10,202,000円 9,181,800円 8,161,600円 7,141,400円
16 297.12㎡（89.87坪） 10,203,000円 9,182,700円 8,162,400円 7,142,100円
17 297.12㎡（89.88坪） 10,102,000円 9,091,800円 8,081,600円 7,071,400円
18 291.42㎡（88.15坪） 10,403,000円 9,362,700円 8,322,400円 7,282,100円
19 283.48㎡（85.75坪） 9,927,000円 8,934,300円 7,941,600円 6,948,900円
20 288.96㎡（87.41坪） 9,824,000円 8,841,600円 7,859,200円 6,876,800円
21 289.07㎡（87.44坪） 9,828,000円 8,845,200円 7,862,400円 6,879,600円
22 289.16㎡（87.47坪） 9,733,000円 8,759,700円 7,786,400円 6,813,100円
23 263.36㎡（79.66坪） 8,864,000円 7,977,600円 7,091,200円 6,204,800円
24 257.40㎡（77.86坪） 9,101,000円 8,190,900円 7,280,800円 6,370,700円
【移転支援】県内（町内除く）10万円、県外50万円を分譲価格から差し引きます。

■多目的用地分譲価格
№ 地　番 面　積 価　格 № 地　番 面　積 価　格
101 1418-36 79.37㎡ 793,700円 108 1418-44 39.11㎡ 391,100円
102 1418-37 37.03㎡ 370,300円 109 1418-45 39.49㎡ 394,900円
103 1418-38 37.43㎡ 374,300円 110 1418-46 39.80㎡ 398,000円
104 1418-39 38.14㎡ 381,400円 111 1418-47 40.13㎡ 401,300円
105 1418-41 38.07㎡ 380,700円 112 1418-48 40.34㎡ 403,400円
106 1418-42 38.43㎡ 384,300円 113 1418-49 40.61㎡ 406,100円
107 1418-43 38.70㎡ 387,000円 114 1418-50 40.98㎡ 409,800円
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鬼北町の給与・定員管理等を公表します
※鬼北町ホームページにも掲載しています。

１　総括
　⑴ 人件費の状況（普通会計決算）

区分住民基本台帳人口
（18年度末）

歳出額
Ａ

実質収支 人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
17年度の人件費率

年度
18
Ｈ19.3.31現在
12,549 人

千円
6,844,855 

千円
180,876 

千円
1,384,624

％
20.2

％
19.2

 
　⑵ 職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
Ａ

給　　与　　費 一人当たり
給与費 B/A

（参考）類似団体平均
一人当たり給与費給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

年度
18

人
155 

千円

605,311 
千円

71,711 
千円

250,614 
千円

927,636 
千円

5,985 
千円

5,857 
（注）　１　職員手当には退職手当を含んでいません。
　　　２　職員数は、平成18年４月１日現在の人数です。

　⑶ 特記事項

　⑷ ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）　１　 ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合
の地方公務員の給与水準を示す指数です。

　　　２　 類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラ
スパイレス指数を単純平均したものです。

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
　⑴  職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の

状況（平成19年４月１日現在）
　①一般行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

鬼北町 42.8歳 316,800円 360,016円 343,865円 
愛媛県 43.8歳 351,561円 434,470円 385,107円 
国 40.7歳 325,724円 383,541円 383,541円 

類似団体 43.0歳 323,755円 374,175円 352,547円

 　②技能労務職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

鬼北町 46.6歳 296,600円 315,914円 306,114円 
愛媛県 45.9歳 323,506円 367,580円 345,063円
国 48.8歳 287,094円 320,514円 320,514円 

類似団体 49.6歳 273,188円 292,069円 283,639円 

区　分
参　考

年収ベース（試算値）の比較
公務員（Ｃ） 民間（Ｄ） Ｃ／Ｄ

鬼北町 5,242,162円 － －

   
（注）　１ 　 「平均給料月額」とは、平成19年４月１日現在における各職種ご

との職員の基本給の平均です。
　　　２ 　 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住

居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したも
のであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされている
ものです。

　　　　　 また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月
額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていない
ことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したもの
です。

　⑵ 職員の初任給の状況（平成19年４月１日現在）  
区　分 鬼北町 愛媛県 国

一般行政職
大学卒 159,700円 170,200円 170,200円 
高校卒 138,400円 138,400円 138,400円 

技能労務職
高校卒 135,600円 134,000円 135,600円 
中学卒 　－　円 120,200円 　－　円

　⑶ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成19年４月１日現在）
区　　　分 経験年数10年～ 15年未満 経験年数15年～ 20年未満 経験年数20年～ 25年未満
一　般
行政職

大学卒 254,900円 296,200円 352,200円 
高校卒 225,900円 262,400円 302,000円 

技　能
労務職

高校卒 　－　円 　－　円 270,900円 
中学卒 　－　円 　－　円 　－　円

 
３　一般行政職の級別職員数等の状況   
　⑴ 一般行政職の級別職員数の状況（平成19年４月１日現在） 

区　　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１　級 主事補・主事 8人 7.5％ 
２　級 主 査 12人 11.3％ 
３　級 係 長 42人 39.6％ 
４　級 課 長 補 佐 31人 29.3％ 
５　級 課 長 13人 12.3％ 

（注）　１　 鬼北町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２　 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（注） 平成18年に７級制から５級制に変更しています。（旧給料表の１級お
よび２級並びに４級および５級をそれぞれ統合）

４　職員の手当の状況
　⑴ 期末手当・勤勉手当

鬼北町 愛媛県 国
１人当たり平均支給額（18年度）

1,618　千円
１人当たり平均支給額（18年度）

1,739　千円 ―

（18年度支給割合）
期末手当　勤勉手当
3.0月分　  1.45 月分
(1.6)月分   (0.75)月分

（18年度支給割合）
期末手当　勤勉手当
3.0月分　  1.45 月分
(1.6)月分   (0.75)月分

（18年度支給割合）
期末手当　勤勉手当
3.0月分　  1.45 月分
(1.6)月分   (0.75)月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の
級等による加算措置

5％～ 15％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の
級等による加算措置
  役職加算5％～ 20％
  管理職加算15％～ 25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の
級等による加算措置
  役職加算5％～ 20％
  管理職加算10％～ 25％

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合です。

　⑵ 退職手当（平成19年４月１日現在）   
鬼北町 国

（支給率）　自己都合　  勧奨・定年
勤続20年　23.50月分　30.55月分
勤続25年　33.50月分　41.34月分
勤続35年　47.50月分　59.28月分
最高限度額　59.28月分　59.28月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置   2％～ 20％加算
１人当たり平均支給額（平成18年度）

19,360 千円

（支給率）　自己都合　  勧奨・定年
勤続20年　23.50月分　30.55月分
勤続25年　33.50月分　41.34月分
勤続35年　47.50月分　59.28月分
最高限度額　59.28月分　59.28月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置   2％～ 20％加算

（注）　 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成18年度に退職した職員に
支給された平均額です。
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　⑶ 特殊勤務手当（平成19年４月１日現在）
支給実績（18年度決算） 14,277千円
支給職員１人当たり平均支給年額（18年度決算） 1,019,721円
職員全体に占める手当支給職員の割合（18年度） 7.3％
手当の種類（手当数） ９種類

手当の名称 主な支給対象
職　　　　員 主な支給対象業務 左記職員に対

する支給単価
感 染 症 防 疫 作 業
に 従 事

保健福祉課・環
境衛生課職員 感染症菌の処理業務 日額1,000円

研 究 手 当 医師 病理生理学の研究
事務 月額165,000円

休 日 等 勤 務 手 当 医師 執務時間以外の診
療事務 月額100,000円

へ き 地 勤 務 手 当 医師 他に医療機関がな
い地域勤務 月額80,000円

夜 間 看 護 手 当 看護師 深夜勤務 1回6,800円
レ ン ト ゲ ン 技 術
従 事 手 当 看護師 レントゲン作業従事 月額1,500円

病理細菌取扱手当 看護師 病理細菌取扱業務 月額1,500円

野 犬 等 処 理 手 当 環境衛生課職員 野犬等処理業務 死体処理等
1件300円

行路死人処理手当 保健福祉課職員 行路死人の死体処理 1体3,000円

  
　⑷ 時間外勤務手当     
支給実績（18年度決算） 23,320千円 
職員１人当たり平均支給年額（18年度決算） 157千円 
支給実績（17年度決算） 31,481千円
職員１人当たり平均支給年額（17年度決算） 202千円 

     
　⑸ その他の手当（平成19年４月１日現在）

手
当
名

内容および支給単価
国の
制度
との
異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（18年度決算）

支給職員
１人当たり
平均支給年額
（18年度決算）

扶
養
手
当

・配偶者　…　13,000円
・配偶者以外　2人まで
　それぞれ6,000円
・扶養親族でない配偶者がある場合
　そのうち1人について6,500円
・配偶者がない場合
　そのうち1人について11,000円
・その他の親族･･･5,000円
・ 扶養親族である子のうち特定期間
にある子1人につき5,000円加算

同

千円

20,636 

　　円

107,479 

住
居
手
当

・借家・借間居住者
　月額23,000円以下の職員
　　月額から12,000円を控除した額
・月額23,000円を超える職員
　　 家賃の月額から23,000円を
控除した額の2分の１

　　 （その控除した額の2分の1が16,000
円を超えるときは、16,000円）を
11,000円に加算した額

・持家居住者…3,500円

異

持家居住者
新築・購
入から
5年以内
2,500円

千円

7,609 

円

39,629 

通
勤
手
当

・ 交通機関等利用者で、片道2㎞
以上全額支給限度額 55,000円
・２分の１加算限度額 20,000円
・自動車等使用者
　一般の場合
　 2㎞以上　5㎞未満 2,500円　　         ～

　 90㎞以上95㎞未満 44,900円
　 95㎞以上 47,200円

異

同左のとき
2,000円
～

60km以上
24,500
円

千円

11,977 

円

62,380 

日
直
手
当
・１回　　　　　　　　 4,200円 同 千円

1,004 
円

5,769 
管
理
職
手
当

・給料月額に対して
   総務課長　　12％
　課長級等　　10％
　課長補佐級　  8％
　診療所長　　20％

同

千円

20,848 

円

484,831 

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

管理職手当支給割合の区分に応じて
　12％ 10,000円
　10％ 8,000円
  　8％ 6,000円

同

（参考）
6,000円
～

12,000円
を支給

千円

－

円

－

児
童
手
当

・第1子・第2子 5,000円
・第3子以降 10,000円 同 千円

5,350
円

27,865

５　特別職の報酬等の状況（平成19年４月１日現在）
区分 給料月額等

給
料
報
酬

町 長

副町長

  
   754,000　円
（　　　　　円）
   603,000　円
（　　　　　円）

（参考）類似団体における最高／最低額

896,000 円／ 480,000 円

690,000 円／ 467,200 円

議 長

副議長

議 員

   240,000　円
（　　　　　円）
   188,000　円
（　　　　　円）
   173,000　円
（　　　　　円）

408,000 円／ 230,000 円

340,000 円／ 176,000 円

320,000 円／ 155,000 円

期
末
手
当

町 長
副町長

　（18年度支給割合）
3.35 月分

議 長
副議長
議 員

　（18年度支給割合）
3.35 月分

退
職
手
当

町 長
副町長

（算定方式）　　　　　　（１期の手当額）（支給時期）
1ヶ月につき100分の46　16,648,320円　退職の翌月
1ヶ月につき100分の27　  7,814,880円　退職の翌月

備　考
(注）　１　 給料および報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。
　　　２　 退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額および

支給率に基づき、１期（４年＝48月）勤めた場合における退職手
当の見込額です。

  
６　職員数の状況
　⑴ 部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

区　分
部　門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

Ｈ18年 Ｈ19年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　会
総　務
税　務
民　生
衛　生
農林水産
商　工
土　木

2 
30 
10 
61 
14 
19 
2 
10

2 
30 
9 
54 
13 
19 
2 
9

-1 
-7 
-1

 
-1

業務縮小による減
退職不補充・配置換えによる減
退職不補充による減

業務縮小による減

計 148 138 -10
＜参考＞
人口1,000人当たり職員数11人
（類似団体の人口1,000人当たり職員数8.29人）

教育部門 18 17 -1 退職不補充による減

小　計 166 155 -11 
＜参考＞
人口1,000人当たり職員数　12.35人
（類似団体の人口1,000人当たり職員数10.66人）

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病 　 院
水 　 道
下 水 道
そ の 他

15 
6 
4 
7 

14 
6 
3 
10 

-1
 
-1 
3 

県職員派遣期間満了による減

業務縮小による減
配置換えによる増

小　計 32 33 1 

合　　計 198 
[227]

188 
[227]

-10 
[0]
＜参考＞
人口1,000人当たり職員数14.98人

（注）　１　職員数は一般職に属する職員数です。
　　　２　[     ]内は、条例定数の合計です。    
  
　⑵ 年齢別職員構成の状況（平成19年４月１日現在） 

区　

分

20
歳
未
満

20
歳
～
23
歳

24
歳
～
27
歳

28
歳
～
31
歳

32
歳
～
35
歳

36
歳
～
39
歳

40
歳
～
43
歳

44
歳
～
47
歳

48
歳
～
51
歳

52
歳
～
55
歳

56
歳
～
59
歳

60
歳
以
上

計

職員数 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
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② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況	
区　分 平均年齢 基本給 平均月収額
鬼北町 41.8歳 3,966,120円 486,589円 平成18年度決算額です。
団体平均 45.3歳 4,507,992円 572,943 円
事業者 －歳 －円

（注）　①　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含んでいます。  
　　　②　基本給は、給料及び扶養手当です。

③ 職員の手当の状況
　　ア　期末手当・勤勉手当

鬼北町 全国町村平均
１人当たり平均支給額（18年度）

1,585 千円　
１人当たり平均支給額（18年度）

1,786 千円　
支給割合及び加算措置の状況は、
一般行政職と同じです。

　イ　退職手当の支給率等は、一般行政職と同じです。	

　ウ　時間外勤務手当					   
支給実績（平成18年度決算） 167千円 
職員１人当たり平均支給年額（平成18年度決算） 56千円 
支給実績（平成18年度決算） 417千円 
職員１人当たり平均支給年額（平成17年度決算） 139千円 
（注） 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含んでいます。  
       
　カ　その他の手当（平成19年４月１日現在）    

手当名 内容及び
支給単価

一般行
政職の
制度と
の異同

支給実績
（18年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（18年度決算）

扶養手当 一般行政職と同
じです。 同 594千円 118,800 円

住居手当 一般行政職と同
じです。 同 84千円 16,800 円

通勤手当 一般行政職と同
じです。 同 311千円 62,160 円

管理職手当 一般行政職と同
じです。 同 881千円 440,400 円

  
④定員管理の数値目標及び進捗状況			 
　　一般行政職の欄をご覧ください。   
　　 （鬼北町は、規模が小さいため全体での数値目標としています。）

　⑶ 定員管理の数値目標及び進捗状況
①平成17年４月１日～平成22年４月１日における定員管理の数値目標
平成17年４月１日

職員数
平成22年４月１日

職員数 純減数 純減率

人
204 

人
186 

人
19 

％
9.3 

（参考）鬼北町行政改革大綱における定員管理の数値目標（数・率）
計画期間

数値目標
始　期 終　期
H17.4.1 H26.3.31 全職員数で17％減

       
②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要（各年４月１日現在）

区分
部門

17年
計画始期

18年
１年目

19年
２年目

○　年
○年目

17年～ 19年
計

（参考）
数値目標

一般行政
職員数 153 148 138 ―
増減 △ 5 △ 10 （　　％）

教　育
職員数 19 18 17 ―
増減 △ 1 △ 1 （　　％）

公営企業
等会計

職員数 32 32 33 ―
増減 0 1 （　　％）

計
職員数 204 198 188 ― 198 
増減 △ 6 △ 10 （105.3％）

（注）　１　計画期間は、17年～ 22年の５年間です。
　　　２　 （　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示しています。
　　　３　 増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっ

ては計画1年目 以降現年までの職員増減数の累計を示しています。
　　　４　 鬼北町は、規模が小さいため全体での数値目標としています。 

７　公営企業職員の状況
　⑴ 水道事業　①職員給与費の状況
　　決算						    

区分 総費用
Ａ  

純損益
又は実
質収支

職員
給与費

Ｂ

総費用に占める
職員給与費比率

Ｂ／Ａ

（参考）
17年度の総費用に占
める職員給与費比率

年度
18

千円
379,345 

千円
6,090 

千円
36,982 

％
9.7 

％
10.2

区分 職員数
Ａ

給　与　費 一人当たり
給与費B/A給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

年度
18

人
5 

千円
19,236 

千円
2,035 

千円
7,924 

千円
29,195 

千円
5,839 

（注）　１　 職員手当には退職手当金を含んでいません。
　　　２　職員数は、平成19年３月31日現在の人数です。 
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私は車の運転がとても好きで、鬼北町でも
よくドライブをしています。

　アメリカは日本以上に自動車が必要です。な
ぜならアメリカには電車や地下鉄といった公共
輸送機関がほとんどありません。又、バスを利
用しても到着時間より遅れてくることが多かっ
たり、住宅街までは行かないなど何かと不便だ
からです。なによりアメリカ全土はとても広い
ので、自動車がなければ生活ができません。

　アメリカでは16歳から車の運転ができるこ
とはみなさんご存知だと思いますが、そのほ
かにも日本とアメリカでは制度に違いがありま
す。アメリカには車検のようなものはありませ
ん。ですから、アメリカでは今にも壊れそうな
古い自動車がたくさん走っています。初めて日
本に来た時、新しい自動車ばかりが走っている
光景を見てとても驚きました。
　日本では排気ガスの規制が全国的に厳しく、
環境問題への取り組みが強く見られます。アメ
リカは州によって規制をしているところはあり
ますが、日本のように統一された基準がないの
で、ロサンゼルスのような大都市は東京よりも
空気がとても汚れています。アメリカも今以上
に環境問題を考えて、空気がきれいになれば良
いと思います。

「Driving in America」

Christopher’s
Story №19
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INFORMATION
派遣先　米国、英国、豪州、カ
ナダ、シンガポール、サイパン、
カンボジア、フィジー
日程　７月25日㈮～８月17日
㈰８日間～ 19日間
対象　小学３年生～高校３年生
参加費　17.5万円から49.8万円
（共通経費は別途）
締切　６月６日㈮および20日
㈮＊事業により異なる
問い合わせ先　㈶国際青少年
研修協会☎03－3359－8421

無料法律相談所の開設

日時　５月７日㈬10時～ 15時
（受付９時開始）
場所　宇和島市鶴島町８－16松
山地方裁判所宇和島支部構内
参加方法　当日、直接会場にお
越しください。
相談者　愛媛弁護士会所属の
弁護士
相談内容　金銭関係、不動産関
係、家庭関係などの悩み事につ
いて（費用は無料で秘密厳守で
すので何でもお気軽にご相談
ください）
相談時間　30分以内とさせて
いただきます。
その他　駐車場が混み合いま
すので、お車でのお越しはなる

べくご遠慮ください。

自動車税の納期限は
６月２日です！

　自動車税は、４月１日の登録
名義人の方にその年度分が課
税されます。納期限を過ぎます
と、納める税額のほかに延滞金
も併せて納めていただくこと
になりますので、早めにお近く
の金融機関または地方局でお
納めください。
　なお、本年度から県の自動車
税は納期限内であればコンビニ
での支払いが可能になりました。
　また、障害者の方を対象とし
た減免制度もありますので、詳
しくは愛媛県南予地方局税務
課までお問い合
わせください。
☎22－5211㈹

株券の電子化について
2009年１月、上場会社の株券

が電子化されます！

○株券電子化により、上場会社
の株券は無効となり、株主の権
利は証券会社などの金融機関の
口座で電子的に管理されます。
○お手元の株券が本人名義に
なっていない場合は、電子化に
より株主としての権利を失う

恐れがありますので、注意が必
要です。ご自宅のタンスや貸金
庫で長期間保管されている株
券の中には、名義書換や転居の
際の住所変更などが済んでい
ないものもあると考えられま
すので、この機会にご確認され
ることをお勧めします。
○株券電子化により、株式の管
理や取引がより効率的に、より
安全に行えるようになります。
問い合わせ先　日本証券業協会
☎03－3667－4500（平日９時
～ 17時）

ＪＲ宇和島駅ビル開業10周年
＆瀬戸大橋線開業20周年

謝恩記念イベント
日時　５月11日㈰10時～ 15時
場所　ホテルクレメント駐車場
内容　ミニＳＬの運転、軌道自
転車体験運転、鉄道用品販売、
じゃこ天実演販売、宇和島市ど
んぶり王国の販売、森の三角ぼ
うし特産品販売、愛南町漁協特
産品販売
問い合わせ先　ＪＲ宇和島駅
☎22－0175

お 知 ら せ
イ ベ ン ト

街角ギャラリー『なんでも館』案内板 平成20年度愛媛県交通事故相談所のご案内
■４月22日㈫～５月11日㈰
　　兵頭真弓・西野一枝

　　「ビーズ装飾展示」

■５月13日㈫～６月１日㈰
　　高瀬嘉久・志津子

　　「パッチワーク・ひょうたん展示」

開館時間　10時～ 13時、14時～ 18時
場　　所　近永南町バス停前
入　館　料　無料　
問い合わせ先　鬼北町商工会☎45－0813

所　在　地　松山市一番町４－４－２
　　　　　愛媛県庁第２別館１階
電　　話　089－941－2111（内線5310）
開設日時　県の休日を除く毎日
　　　　　　受付時間　９時～ 15時
　　　　　　相談時間　９時～ 16時
弁護士在所日時　原則、金曜日13時～ 15時
（ただし、相談員への事前相談が必要です。）
＊県の休日･･･ 土曜、日曜および祝日ならびに12月29

日から翌年１月３日までの日
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くらしの情報

㈳鬼北町農業公社職員
募集職種　鬼北町特産品事業
全般（特産品開発、販路開拓、
処理加工等）
募集人員　１人
募集期間　４月10日㈭～５月
15日㈭＊郵送の場合も５月15
日必着
応募資格　
⑴鬼北町に住所を有する者。そ
の他の者にあっては、採用決定
後、鬼北町に住所を移すことが
可能な者
⑵日本国籍を有する者
⑶地方公務員法第16条各号の
いずれにも該当しない者
⑷次の①～⑤のいずれかに該
当し、「食品衛生管理者」とし
て勤務できる者
①医師、歯科医師、薬剤師また
は獣医師の免許取得者もしく
は取得見込者
②学校教育法に基づく大学に
おいて、医学、歯学、薬学、獣
医学、畜産学、水産学、または
農芸化学の課程を修めて卒業
した者
③厚生労働大臣の登録を受け
た食品衛生管理者の養成施設
において、所定の課程を修了し
た者

④学校教育法に基づく高等学
校もしくはこれらの者と同等
以上の学力があると認められ
る者で、食品衛生管理者を置か
なければならない製造業また
は加工業において食品または
添加物の製造または加工の衛
生管理の業務に３年以上従事
し、かつ厚生労働大臣の登録を
受けた講習会の課程を修了し
た者
⑤上の①から④のいずれかの
要件を、短期間において満たす
ことができる者
⑸普通運転免許証（オートマ
チック限定を除く）
提出書類　
①自筆の履歴書１通（最近６箇
月以内に撮影した、上半身の写
真貼付）
②健康診断書
③資格取得証明書
　試験方法・日時、待遇等の詳
細については、下記までお問い
合わせください。
問い合わせ先　㈳鬼北町農業
公社鬼北きじ工房☎48－0771

国家公務員中途採用者
選考試験（再チャレンジ試験）
試験区分　行政事務、税務、機
械、土木、林業、皇宮護衛官、
刑務官、入国警備官

受験資格　昭和43年４月２日～
昭和54年４月１日生まれの者
受付予定期間　６月24日㈫～
７月１日㈫
採用予定数　全区分合計で150
人程度
第１次試験日　９月７日㈰
問い合わせ先　人事院人材局
試験課☎03－3581－5311（内
線2333）

愛媛県立宇和島高等技術
専門校平成20年度入校生

募集科目　ソーイングオペレー
ション科（定員10人）
願書受付期間　５月30日㈮ま
で＊当日消印有効
入校選考日　６月６日㈮
訓練期間　７月１日㈫～平成
21年３月19日㈭９箇月間
その他　入校選考料、入校料、
授業料は無料です。（自己負担
分は除く）
問い合わせ先　愛媛県立宇和
島高等技術専門校☎22－3410

小学生～高校生のための
夏休み海外派遣参加者

内容　ホームステイ、ボラン
ティア、文化交流、学校体験、
英語研修、地域見学、野外活動
など

募　　　集

広報きほく５月号の記事の中から問題を出しますので、広報をよく読んでクイズに挑戦してください！
全ての問題に正解した人の中から、抽選で３人に賞品を贈ります。

【問題１】国指定重要無形民俗文化財の伊予神楽は全部で何場ある？　①15場　②25場　③35場　
【問題２】平成20年度に採用された鬼北町職員は何人？　①3人　②5人　③7人
【問題３】アメリカで車が運転できるのは何歳から？　①16歳　②18歳　③20歳　

応募方法　�住所、氏名、電話番号、答え（記入例：問題１－③、問題2－①、問題3－②）、広報に対する
感想・要望を書いて、ハガキ・e-mail・ＦＡＸのいずれかで応募してください。

応　募　先　〒798-1395　鬼北町大字近永800番地1　鬼北町役場総務課「広報クイズ」係　
　　　　　e-mail　webmaster@town.kihoku.ehime.jp　　FAX　45-1119
締　　切　平成20年５月16日㈮必着　※当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

今月の賞品は　図書カード （500円分)　です！広報クイズ
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まち のうごき
人口  ３月31日現在（　）は前月比
総　数　　　１２, ３１７人  　（－６２）
男　性　　　　５, ７２２人　  （－４０）
女　性　　　　６, ５９５人  　（－２２）
世帯数　　　　５, １３０世帯（－　６）

ご寄付お礼

◎ひろみ奈良の里へ
　愛媛河合㈱／清水冬巳さん（大宿）
◎広見広楽荘へ
　菅原コトエさん（宇和島市）
◎近永愛児園へ
　 宮崎文尾さん（近永）／㈱フジ広見店／愛媛県
理容生活衛生同業組合／愛媛県県民環境部県民
活動推進課／中尾照明さん（近永）／光明寺／
宇和島地区防犯協会
◎近永乳児院へ
　 愛媛県理容生活衛生同業組合／松下文子さん（近
永）
◎勝山荘へ
　田中好子さん（宇和島市）
◎鬼北町社会福祉協議会へ
　 芝榮子さん（近永）／宇都宮哲文さん（北川）
／平野隆智さん（内深田）／善家セツ子さん（近
永）／田渕宏さん（近永）／鬼北町囲碁五月会
／井上又男さん（清水）／城下松喜さん（延川）
／長尾ミサヨさん（父野川下）／谷口義一さん
（西野々）／中川正さん（下大野）／三谷香代子
さん（下鍵山）

◎三島小学校へ
　平成19年度卒業生
◎愛治小学校へ
　平成19年度卒業生

心の健康相談日のお知らせ
　認知症、うつ病、思春期に関する悩みなど、
１人で悩まないで、気軽にご相談ください。

日　時　５月８日㈭　10時～ 14時
場　所　わかば作業所（小倉保育所前）
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５月町民カレンダー
□犬 ＝犬・ねこ引取日　□ペ ＝ペットボトル回収日
□古 ＝古紙（新聞・雑誌・ダンボール）回収日
□英 ＝クリスの英会話教室　□人 ＝人権・心配ごと・行政相談
□教 =教育相談

ＴＨＵ ＦＲＩ ＳＡＴ
１ ２ ３

□犬 □ペ  近永・泉

ＳＵＮ ＭＯＮ ＴＵＥ ＷＥＤ
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

■Ｂ＆Ｇプール
オープン

□英 19時～ 21時 □犬 
□ペ 日吉

□ペ  好藤・愛治・
　　三島

□教 ９時～ 17時
□古 泉 

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７
■区長・組長会
■粗大ごみ受付日

□英 19時～ 21時 □犬 □ペ  近永・泉

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４
□人 広見10時～、
　  日吉９時～

□英 19時～ 21時 □犬 
□ペ  日吉

□ペ  好藤・愛治・
　　三島

□古 三島・日吉

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１
■鬼北町球技ス
ポーツ少年大会

□英 19時～ 21時 □犬 

休日当番医 掲載後、変更になる場合があります。
最新の情報は保健福祉課へお問い合わせください。

■５月３日（土） 山下小児科 ☎23-0055
市立宇和島病院外科 ☎25-1111 町立北宇和病院 ☎45-1221
市立宇和島病院内科 ☎25-1111 ■５月11日（日）
市立宇和島病院小児科 ☎25-1111 河野整形外科クリニック ☎22-1822
市立吉田病院 ☎52-0611 宇都宮内科胃腸科 ☎25-7228
■５月４日（日） やくしじこどもクリニック ☎24-1386
宇和島社会保険病院外科 ☎22-5616 永井内科医院 ☎32-6688
宇和島社会保険病院内科 ☎22-5616 ■５月18日（日）
やくしじこどもクリニック ☎24-1386 林整形外科クリニック ☎23-0007
旭川荘南愛媛病院 ☎45-1101 わたなべハートクリニック ☎25-1717
■５月５日（月） こばやし小児科 ☎23-1150
岩城整形外科医院 ☎24-6211 篠原医院 ☎45-3370
松澤循環器科内科 ☎25-5858 ■５月25日（日）
こおり小児科 ☎24-5633 尾﨑外科 ☎22-6133
市立津島病院 ☎32-2011 くきた内科クリニック ☎26-2260
■５月６日（火） 山下小児科 ☎23-0055
友松外科・胃腸科 ☎22-0410 大野内科医院 ☎45-0141
笹岡内科 ☎24-3886

保健だより
健　康　診　断

●５月21日㈬
　広見集会所 7:30 ～ 11:00
●５月23日㈮
　近永集会所 7:30 ～ 11:00
●５月29日㈭
　日吉保健センター 9:00 ～ 11:00
●５月30日㈮
　日吉保健センター 7:30 ～ 11:00

子宮がん検診
●５月１日㈭
　日吉保健センター 13:00 ～ 14:00
●５月12日㈪
　好藤公民館 13:00 ～ 14:00
●５月13日㈫
　愛治公民館 13:00 ～ 14:00
●５月16日㈮
　広見保健センター 13:00 ～ 14:00
●５月28日㈬
　三島公民館 13:00 ～ 14:00
●５月29日㈭
　泉公民館 13:00 ～ 14:00
●５月30日㈮
　広見保健センター 13:00 ～ 14:00
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写真／②～⑥柳野治示氏、⑦・⑧山崎武雄氏

編集後記
▼今年度も引き続き広報の担当をすることになり
ました。過去の反省を活かし、一つひとつの作業
を妥協することなく、取材・編集に取り組みたい
と思います。１年間よろしくお願いします。　○真

春の明星ヶ丘
　春の陽気に包まれた下鍵山地区の中心部・明星ヶ丘の
風景。大正11年５月１日、四国で初めてのメーデーが行
われたことで知られています。周辺には武左衛門一揆記
念館や地質館、また様々な史跡も点在しています。今年
の春はぜひお訪れてみては……

鬼
ふる

北
さと

の風景　№10

①明星ヶ丘

⑤山桜

④ソメイヨシノ

⑧広見川沿いの桜

⑥水分峠の桜
⑦父野川の桜並木

②小倉のしだれ桜

③大本神社桜群生

今月は町内各地の桜の
写真を多数提供してい
ただきました。その一
部を紹介します。

春爛漫　

桜




